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はじめに

このマニュアルでは、Sun Clusterノードで Sun™ Clusterデータサービスのインス
トールと構成を行う方法を説明します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティング環
境に関する知識と、Sun Clusterと共に使用するボリューム管理ソフトウェアに関する
専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと設定に使用される
コマンドについて説明しています。UNIX®のコマンドと手順に関連した総合的な情報
(システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)は含まれません。基本的
な UNIXコマンドと作業手順については、次のソースを参照してください。

� Solarisソフトウェア環境のオンラインマニュアル
� Solarisオペレーティング環境のマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
Sun Cluster関連のトピックについては、次の表に示されたドキュメントに記載されて
います。

トピック タイトル パート番号

データサービス管
理

『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』 817-4317

Sun Cluster 3.1 10/03 Data Services Collection
(http://docs.sun.com/)

概念 『Sun Cluster 3.1 10/03の概念』 817-4329

ソフトウェアのイ
ンストール

『Sun Cluster 3.1 10/03ソフトウェアのインストール』 817-4328

システムの管理 『 Sun Cluster 3.1 10/03システム管理』 817-4327

ハードウェアの管
理

『 Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』 817-0168

Sun Cluster 3.x Hardware Administration Collection
(http://docs.sun.com/)

データサービスの
開発

『Sun Cluster 3.1 10/03データサービス開発ガイド』 817-4330

エラーメッセージ 『Sun Cluster 3.1 10/03 Error Messages Guide』 817-0521

コマンドと機能 『 Sun Cluster 3.1 10/03 Reference Manual』 817-0522
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トピック タイトル パート番号

リリース情報 『Sun Cluster 3.1データサービス 10/03ご使用にあ
たって』

817-3324

『 Sun Cluster 3.1 10/03ご使用にあたって』 817-4522

『 Sun Cluster 3.x Release Notes Supplement』 816-3381

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

ヘルプ
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� オペレーティング環境のバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号 (例: Sun Cluster 3.0)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関する
情報を集めます。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示する

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

prtdiag -v システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Clusterのリリースとパッケージバージョン情報を表示する

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。

10 Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理 • 2003年 10月, Revision A

http://docs.sun.com


第 1章

Sun Clusterデータサービスの計画

この章では、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成を計画するにあたって
のガイドラインを説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 11ページの「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」
� 13ページの「リソースグループとディスクデバイスグループの関係」
� 14ページの「HAStorageと HAStoragePlusの概要」
� 16ページの「考慮事項」
� 17ページの「ノードリストプロパティ」
� 17ページの「インストールと構成プロセスの概要」
� 19ページの「データサービスリソースを管理するためのツール」
� 22ページの「Sun Clusterデータサービス障害モニター」

データサービス、リソースタイプ、リソース、リソースグループについての概念的な
情報については、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

Sun Clusterデータサービスとして現在提供されていないアプリケーションについて
は、『Sun Cluster 3.1データサービス開発ガイド』を参照してください。アプリケー
ションを高可用性データサービスとして構成する方法について説明されています。

Sun Clusterデータサービス構成のガイ
ドライン
この節では、Sun Clusterデータサービスを構成するためのガイドラインを説明しま
す。
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データサービス固有の要件の確認
Solarisと Sun Clusterのインストールを開始する前に、すべてのデータサービスの要
件を確認します。計画に不備があった場合、インストールエラーが発生し、Solarisや
Sun Clusterソフトウェアを完全にインストールし直す必要が生じる可能性もありま
す。

たとえば、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
の Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guardオプションには、ユー
ザーがクラスタ内で使用するホスト名に関する特殊な要件があります。 Sun Cluster
HA for SAPにも特殊な要件があります。Sun Clusterソフトウェアをインストールし
た後にホスト名は変更できないため、このような必要条件は Sun Clusterソフト
ウェアをインストールする前に調整しておく必要があります。

アプリケーションバイナリの格納先の決定
アプリケーションソフトウェアおよびアプリケーション構成ファイルは、次のいずれ
かの場所にインストールできます。

� 各クラスタノードのローカルディスク –ソフトウェアと構成ファイルを個々のクラ
スタノードに配置すると、次のようなメリットが得られます。あとでアプリケー
ションを更新する場合に、サービスを停止することなく実施できます。

ただし、ソフトウェアや構成ファイルの異なるコピーが存在するため、保守や管理
をするファイルが増えるという欠点があります。

� クラスタファイルシステム –アプリケーションバイナリをクラスタファイルシステ
ムに格納した場合、保守や管理をするコピーが 1つだけになります。しかし、アプ
リケーションソフトウェアをアップグレードするには、クラスタ全体でデータサー
ビスを停止する必要があります。アップグレード時に多少の時間停止できるようで
あれば、アプリケーションおよび構成ファイルの 1つのコピーをクラスタファイル
システムに格納するようにしてください。

クラスタファイルシステムの作成については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのイ
ンストール』の計画に関する章を参照してください。

� 高可用性ローカルファイルシステム - HAStoragePlusを使用すると、ローカル
ファイルシステムを Sun Cluster環境に統合して、ローカルファイルシステムの可
用性を高めることができます。HAStoragePlusは、Sun Clusterでローカル
ファイルシステムのフェイルオーバーを行うための付加的なファイルシステム機能
(チェック、マウント、強制的なマウント解除など)も提供します。フェイルオー
バーを行うには、アフィニティスイッチオーバーが有効な広域ディスクグループ上
にローカルファイルシステムが存在していなければなりません。

HAStoragePlusリソースタイプを使用する方法については、各データサービス
の章、または 79ページの「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参照
してください。
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nsswitch.confファイルの内容の確認
nsswitch.confファイルは、ネームサービスの検索用の構成ファイルです。この
ファイルは次の情報を指定します。

� ネームサービスの検索に使用する Solaris環境内のデータベース
� データベースの検索順序

一部のデータサービスについては、「group」検索の対象の先頭を「files」に変更
してください。具体的には、nsswitch.confファイル内の「group」行を変更し、
「files」エントリが最初にリストされるようにします。「group」行を変更するか
どうかを判断するには、構成するデータサービスに関する章を参照してください。

Sun Cluster環境の nsswitch.confファイルの構成方法については、『Sun Cluster
3.1ソフトウェアのインストール』の計画に関する章を参照してください。

クラスタファイルシステムの構成の計画
データサービスによっては、Sun Clusterの要件を満たす必要があります。特別な検討
事項が必要かどうかを判断するには、そのデータサービスに関する章を参照してくだ
さい。

リソースタイプ HAStoragePlusを使用すると、フェイルオーバー用に構成された
Sun Cluster環境で高可用性ローカルファイルシステムを使用できます。
HAStoragePlusリソースタイプの設定方法については、79ページの「高可用性
ローカルファイルシステムの有効化」を参照してください。

クラスタファイルシステムの作成については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのイン
ストール』の計画に関する章を参照してください。

リソースグループとディスクデバイスグ
ループの関係
Sun Clusterは、ディスクデバイスグループとリソースグループに関し、ノードリスト
という概念を持っています。ノードリストには、ディスクデバイスグループまたリ
ソースグループの潜在的マスターであるノードが順にリストされています。ダウンし
ていたノードがクラスタに再結合し、そのノードがノードリストで現在の主ノードよ
り前にきたときにどうなるかは、フェイルバックポリシーの設定によって異なりま
す。フェイルバックが Trueに設定されていると、デバイスグループまたはリソース
グループが現在の主ノードから、再結合したノードに切り替えられ、このノードが新
しい主ノードになります。
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フェイルオーバーリソースグループの高可用性を保証するには、そのグループのノー
ドリストと関連するディスクデバイスグループのノードリストとを一致させます。ス
ケーラブルリソースグループの場合、そのリソースグループのノードリストは必ずし
もデバイスグループのノードリストと一致するとは限りません。これは、現段階で
は、デバイスグループのノードリストには 2つのノードしか含むことができないため
です。2ノードを超えるクラスタの場合は、スケーラブルリソースグループのノード
リストに、3ノード以上を含むことができます。

たとえば、ノード phys-schost-1と phys-schost-2が含まれるノードリストを
持つディスクデバイスグループ disk-group-1があり、フェイルバックポリシーが
Enabledに設定されているとします。さらに、アプリケーションデータの保持に
disk-group-1を使用する resource-group-1というフェイルオーバーリソース
グループも持っているとします。このような場合は、resource-group-1を設定す
るときに、リソースグループのノードリストに phys-schost-1と phys-schost-1
も指定し、フェイルバックポリシーを Trueに設定します。

スケーラブルリソースグループの高可用性を保証するためには、そのスケーラブル
サービスグループのノードリストをディスクデバイスグループのノードリストのスー
パーセットにします。スーパーセットにすることで、ディスクに直接接続されるノー
ドは、スケーラブルリソースグループを実行するノードになります。この利点は、
データに接続されている少なくとも 1つのクラスタノードがクラスタで起動されてい
るときに、スケーラブルリソースグループがこれらと同じノード上で実行されても、
スケーラブルサービスは利用できることです。

ディスクデバイスグループの設定については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのイン
ストール』を参照してください。ディスクデバイスグループとリソースグループの関
連性については、『 Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

HAStorageと HAStoragePlusの概要
リソースタイプ HAStorageと HAStoragePlusは、次のオプションの設定に使用で
きます。

� ディスクデバイスリソースが利用可能になるまで、HAStorageまたは
HAStoragePlusのリソースを含む同じリソースグループ内にあるほかのリソー
スの STARTメソッドを待機させることによって、ディスクデバイスとリソースグ
ループの起動の順番を調整できます。

� AffinityOnを Trueに設定することで、リソースグループとディスクデバイス
グループを同一ノード上におき、ディスクに負荷がかかることの多いデータサービ
スのパフォーマンスを向上させます。

HAStoragePlusは、マウントされていない状態であることが確認された広域ファイ
ルシステムをマウントすることもできます。詳細については、13ページの「クラスタ
ファイルシステムの構成の計画」を参照してください。

14 Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理 • 2003年 10月, Revision A



注 – HAStorageまたは HAStoragePlusリソースがオンラインの間にデバイスグ
ループが別のノードに切り替えられた場合、AffinityOnの設定は無視され、リソー
スグループはデバイスグループと共に別のノードに移行することはありません。一
方、リソースグループが別のノードに切り替わった場合、AffinityOnが Trueに設
定されていると、デバイスグループはリソースグループと一緒に新しいノードに移動
します。

ディスクデバイスグループとリソースグループ間の関係については、73ページ
の「リソースグループとディスクデバイスグループ間での起動の同期」を参照してく
ださい。詳細については、SUNW.HAStorage(5)と SUNW.HAStoragePlus(5)の
マニュアルページを参照してください。

VxFSなどのファイルシステムをローカルモードでマウントする方法については、79
999ページの「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参照してください。
詳細については、SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページを参照してくださ
い。

データサービスが HAStorageまたは
HAStoragePlusを必要とするかどうかを確認す
る方法
� データサービスリソースグループがノードリストを持っており、その一部のノード
が記憶装置に直接接続されていない場合は、リソースグループ内で HAStorageま
たは HAStoragePlusリソースを構成し、ほかのデータサービスリソースの依存
性を HAStorageリソースまたは HAStoragePlusリソースに設定する必要があ
ります。この条件によって、記憶装置とデータサービス間の起動の順番が調整され
ます。

� ディスクに負荷がかかるデータサービスの場合 (Sun Cluster HA for Oracleや Sun
Cluster HA for NFSなど)、次の作業を行う必要があります。

� HAStorageリソースまたは HAStoragePlusリソースをデータリソースグ
ループに追加します。

� HAStorageリソースまたは HAStoragePlusリソースをオンラインに切り替
えます。

� データサービスリソースの依存性を HAStorageリソースまたは
HAStoragePlusリソースに設定します。

� AffinityOnを Trueに設定します。

これらの作業を行うと、リソースグループとディスクデバイスグループは同じ
ノード上に配置されます。

� フェイルバック設定は、リソースグループとデバイスグループで同一にする必
要があります。
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� 起動時に全ファイルを読み込むなどによりデータサービスがディスクにさほど負荷
をかけない場合 (Sun Cluster HA for DNSなど)は、HAStorageまたは
HAStoragePlusリソースタイプの構成を省略することもできます。

HAStorageまたは HAStoragePlusの選択
データサービスリソースグループ内で HAStorageリソースと HAStoragePlusリ
ソースのどちらを作成すべきかを決定するには、以下の基準を考慮してください。

� Sun Cluster 3.0 12/01以前を使用している場合は、HAStorageを使用してくださ
い。

� Sun Cluster 3.0 5/02または Sun Cluster 3.1を使用している場合は、
HAStoragePlusを使用してください。(フェイルオーバー用に構成された Sun
Clusterにファイルシステムをローカルに統合したい場合は) Sun Cluster 3.0 5/02
または Sun Cluster 3.1にアップグレードし、HAStoragePlusリソースタイプを
使用する必要があります。詳細については、13ページの「クラスタファイルシス
テムの構成の計画」を参照してください。

考慮事項
この節の情報は、データサービスのインストールまたは構成について計画する場合に
利用してください。これらの情報に目を通すことで、ユーザーの決定がデータサービ
スのインストールと構成に及ぼす影響について理解できるでしょう。使用している
データサービスの具体的な考慮事項については、そのデータサービスについて説明さ
れた『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』内の章を参照してください。

� データサービスが入出力中心で、クラスタとして大規模のディスクで構成している
場合にディスクに障害が発生すると、入出力サブシステムが再試行するので、アプ
リケーションは遅延を感じることがあります。入出力サブシステムが再試行し、障
害から回復するまで、数分かかることもあります。この遅延によって、最終的に
ディスクが自分自身で回復したとしても、Sun Clusterがアプリケーションを別の
ノードにフェイルオーバーすることがあります。このような場合のフェイルオー
バーを回避するには、データサービスのデフォルトの検証タイムアウト値を増やし
てみてください。データサービスのタイムアウトについての詳細や、タイムアウト
値を増やす方法については、ご購入先にお問い合わせください。

� パフォーマンスの向上をねらう場合は、ストレージに直結されたクラスタノードに
データサービスをインストールし、構成してください。
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ノードリストプロパティ
データサービスを構成するときに、次の 3つのノードリストを指定できます。

1. installed_nodes —リソースタイプのプロパティ。このプロパティには、リ
ソースタイプがインストールされ、そこで実行が可能になるクラスタノード名の一
覧が含まれます。

2. nodelist —リソースグループのプロパティ。優先順位に基づいて、グループを
オンラインにできるクラスタノード名の一覧が含まれます。これらのノードは、リ
ソースグループの潜在的な主ノードまたはマスターノードになります。フェイル
オーバーサービスについては、リソースグループノードリストを 1つだけ設定しま
す。スケーラブルサービスの場合は、2つのリソースグループを設定するため、
ノードリストも 2つ必要になります。一方のリソースグループとノードリストに
は、共有アドレスをホストするノードが含まれます。このリソースグループとノー
ドリストは、スケーラブルリソースが依存するフェイルオーバーリソースグループ
になります。もう一方のリソースグループとノードリストには、アプリケーション
リソースをホストするノードの一覧が含まれます。アプリケーションリソースは、
共有アドレスに依存します。共有アドレスを含むリソースグループ用のノードリス
トは、アプリケーションリソース用のノードリストのスーパーセットになる必要が
あるためです。

3. auxnodelist —共有アドレスリソースのプロパティ。このプロパティは、クラ
スタノードを識別する物理ノード IDの一覧が含まれます。このクラスタノードは
共有アドレスをホストできますが、フェイルオーバー時に主ノードになることはあ
りません。これらのノードは、リソースグループのノードリストで識別されるノー
ドとは、相互に排他的な関係になります。このノードリストは、スケーラブルサー
ビスにのみ適用されます。詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

インストールと構成プロセスの概要
データサービスをインストールして構成するには、次の手順を使用します。

� Sun Cluster Agents CD-ROMからデータサービスパッケージをインストールす
る。

� クラスタ環境で実行するアプリケーションをインストールして構成する。

� データサービスが使用するリソースおよびリソースグループを構成する。データ
サービスを構成するときは、Resource Group Manager (RGM)によって管理され
る、リソースタイプ、リソース、リソースグループを指定します。これらの手順
は、各データサービスに関する章で説明されています。
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データサービスのインストールと構成を開始する前に、『Sun Cluster 3.1ソフト
ウェアのインストール』を参照してください。このマニュアルには、データサービス
ソフトウェアパッケージのインストール方法、ネットワークリソースが使用する
Internet Protocol Network Multipathing (IP Networking Multipathing)グループの構
成方法についての説明があります。

注 – Sun Cluster HA for Oracle、Sun Cluster HA for Sun ONE Web Server、Sun
Cluster HA for Sun ONE Directory Server、Sun Cluster HA for Apache、Sun Cluster
HA for DNS、および Sun Cluster HA for NFSデータサービスのインストールと構成
には、 SunPlex Managerを使用できます。詳細については、SunPlex Managerのオン
ラインヘルプを参照してください。

インストールと構成の作業の流れ
表 1–1に、Sun Clusterフェイルオーバーデータサービスのインストールおよび構成作
業と、その手順が説明されている参照先を示します。

表 1–1作業の一覧: Sun Clusterデータサービスのインストールと構成

作業 参照箇所

Solarisと Sun Clusterソフトウェア
のインストール

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』

IPネットワークマルチパスグループ
の設定

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』

多重ホストディスクの設定 『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』

リソースとリソースグループの計画 『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』

アプリケーションバイナリの格納先
の決定 (nsswitch.confの構成)

第 1章

アプリケーションソフトウェアのイ
ンストールと構成

該当する Sun Clusterデータサービスブック

データサービスソフトウェア
パッケージのインストール

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』または
該当する Sun Clusterデータサービスブック

データサービスの登録と構成 該当する Sun Clusterデータサービスブック

例
この節では、高可用性フェイルオーバーデータサービスとして設定されている Oracle
アプリケーション用に、リソースタイプ、リソース、リソースグループを設定する方
法を紹介します。
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この例とスケーラブルデータサービスの例では、ネットワークリソースを含むフェイ
ルオーバーリソースグループが異なります。さらに、スケーラブルデータサービスに
は、アプリケーションリソースごとに別のリソースグループ (スケーラブルリソース
グループ)が必要です。

Oracleアプリケーションは、サーバーとリスナーの 2つのコンポーネントを持ちま
す。Sunは Sun Cluster HA for Oracleデータサービスを提供しているため、これらの
コンポーネントはすでに Sun Clusterリソースタイプに対応付けられています。これ
ら両方のリソースタイプが、リソースとリソースグループに関連付けられます。

この例は、フェイルオーバーデータサービスの例なので、論理ホスト名ネットワーク
リソースを使用し、主ノードから二次ノードにフェイルオーバーする IPアドレスを使
用します。フェイルオーバーリソースグループに論理ホスト名リソースを入れ、
Oracleサーバーリソースとリスナーリソースを同じリソースグループに入れます。こ
の順に入れることで、フェイルオーバーを行うすべてのリソースが 1つのグループに
なります。

Sun Cluster HA for Oracleをクラスタ上で実行するには、次のオブジェクトを定義す
る必要があります。

� LogicalHostnameリソースタイプ –このリソースタイプは組み込まれているた
め、明示的に登録する必要はありません。

� Oracleリソースタイプ – Sun Cluster HA for Oracleは、2つの Oracleリソースタ
イプ (データベースサーバーとリスナー)を定義します。

� 論理ホスト名リソース –これらのリソースは、ノードで障害が発生した場合に
フェイルオーバーする IPアドレスをホストします。

� Oracleリソース – Sun Cluster HA for Oracle—用に 2つのリソースインスタンス
(サーバーとリスナー)を指定する必要があります。

� フェイルオーバーリソースグループ – 1つのグループでフェイルオーバーを行う、
Oracleサーバーとリスナー、および論理ホスト名リソースで構成されています。

データサービスリソースを管理するため
のツール
この節では、インストールや構成の作業に使用するツールについて説明します。
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SunPlex Managerグラフィカルユーザーインタ
フェース (GUI)
SunPlex Managerは、次の作業を実行できるWebベースのツールです。

� クラスタのインストール
� クラスタの管理
� リソースやリソースグループの作成と構成
� Sun Clusterソフトウェアを使ったデータサービスの構成

SunPlex Managerを使用してクラスタソフトウェアのインストールを行う方法につい
ては、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参照してください。管理作
業については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

Sun Management Center GUI用の Sun Clusterモ
ジュール
Sun Clusterモジュールを使用すると、クラスタの監視やリソースおよびリソースグ
ループに対する処理の一部を Sun Management Center GUIから行えます。Sun
Clusterモジュールのインストール要件や作業の詳細などは、『Sun Cluster 3.1ソフト
ウェアのインストール』を参照してください。Sun Management Centerの詳細は、
http://docs.sun.comにある Sun Management Centerソフトウェアのマニュアルを参
照してください。

scsetupユーティリティー
scsetupユーティリティーは、Sun Clusterの一般的な管理に使用するメニュー方式
のインタフェースです。このユーティリティーは、さらに、データサービスのリソー
スやリソースグループの構成にも使用できます。この場合には、scsetupのメインメ
ニューからオプション 2を選択して、「Resource Group Manager」というサブメ
ニューを起動してください。

scrgadmコマンド
scrgadmコマンドにより、データサービスリソースの登録や構成を行うことができま
す。この手順については、このマニュアルの該当する各章に記載されているデータ
サービスの登録と構成の項を参照してください。たとえば、Sun Cluster HA for
Oracleを使用する場合は、『Sun Cluster 3.1 Data Service for Oracleガイド』の「Sun
Cluster HA for Oracleのインストールと構成」を参照してください。第 2章にも、
scrgadmコマンドを使ってデータサービスリソースを管理する方法が記載されていま
す。さらに、scrgadm(1M)のマニュアルページも参照してください。
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データサービスリソースの管理作業
次の表に、データサービスリソースの管理作業に使用できるツール (コマンド行以外
の)を示します。これらの作業の詳細や、関連する手順をコマンド行から行う方法に
ついては、第 2章を参照してください。

表 1–2データサービスリソースの管理作業に使用できるツール

作業 SunPlex Manager
Sun Management
Center

scsetupユーティリ
ティー

リソースタイプを登録する 可 不可 可

リソースグループを作成 可 不可 可

リソースグループへソースを追加す
る

可 不可 可

リソースグループをオンラインにす
る

可 可 不可

リソースグループを削除 可 可 不可

リソースを削除する 可 可 不可

リソースグループの現在の主ノード
を切り替える

可 不可 不可

リソースを使用不可にする 可 可 不可

無効なリソースのリソースグループ
を非管理状態にする

可 不可 不可

リソースタイプ、リソースグルー
プ、リソース構成情報を表示する

可 可 不可

リソースプロパティを変更する 可 不可 不可

リソースの STOP_FAILEDエラー
フラグを消去する

可 不可 不可

ノードをリソースグループに追加す
る

可 不可 不可
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Sun Clusterデータサービス障害モニ
ター
この節では、データサービス障害モニターの一般的な事項について説明します。Sun
が提供するデータサービスには、パッケージに組み込まれている障害モニターがあり
ます。障害モニター (または障害検証機能)は、データサービスの状態を検証するプロ
セスです。

障害モニターの呼び出し
障害モニターは、リソースグループとそのリソースをオンラインにしたときに、RGM
によって呼び出されます。この呼び出しによって、RGMはそのデータサービスの
MONITOR_STARTメソッドの呼び出しを内部で行います。

障害モニターは、次の 2つの機能を実行します。

� データサービスのサーバープロセスまたはプロセスの異常終了の監視
� データサービスの状態の検査

サーバープロセスの異常終了の監視
プロセスモニター (PMF : Process Monitor Facility)は、データサービスプロセスを監
視します。

データサービスの障害検証は、無限ループで実行され、
Thorough_probe_intervalリソースプロパティによって設定された調整可能な期
間に休止状態 (スリープ)になります。休止している間に、検証機能はプロセスが終了
したかどうかについて PMFにより検査します。サーバープロセスが終了した場合
は、その後、検証機能はデータサービスの状態を「Service daemon not running」で
更新し、操作を実行します。実行する操作には、データサービスをローカルで再起動
する、または二次クラスタノードにデータサービスをフェイルオーバーするなどが含
まれます。検証機能は、そのデータサービスアプリケーションリソースの
Retry_countおよび Retry_intervalリソースプロパティで設定されている値を
調べ、データサービスを再起動するか、フェイルオーバーするかどうかを決定しま
す。

データサービスの状態の検査
通常、検証機能とデータサービスとの間の通信は、専用のコマンドまたは指定した
データサービスポートとの正常な接続によって行われます。

検証機能は主に以下のことを行います。
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1. 休止します (Thorough_probe_interval)。

2. タイムアウトプロパティ Probe_timeoutで状態検査を実行します。
Probe_timeoutは、ユーザーが設定可能な各データサービスのリソース拡張プロ
パティです。

3. 手順 2を実行し、サービスの状態に異常がなければ、正常/異常の履歴を更新しま
す。Retry_intervalリソースプロパティに設定されている値よりも古い履歴を
消去 (パージ)することで、正常/異常の履歴を更新します。検証機能は、リソース
の状態メッセージを「Service is online」に設定し、手順 1に戻ります。

手順 2の結果、サービスの状態に異常があれば、検証機能は異常履歴を更新しま
す。その後、状態検査に失敗した総数を計算します。

状態検査の結果は、致命的な異常から正常までの範囲があります。結果の判断は、
個々のデータサービスに依存します。たとえば、検証機能が正常にサーバーに接続
でき、ハンドシェイクメッセージをサーバーに送信できるにも関わらず、この検証
機能がタイムアウト前に一部の応答しか受け取ることができない場合を考えてみま
す。この場合、最も可能性のある原因はシステムの過負荷です。サービスの再起動
など、操作を何か実行すると、クライアントはそのサービスに接続するため、さら
にシステムの負荷が増大します。このような場合に、データサービスの障害モニ
ターが、この「一部」の異常を致命的なものとして扱わないようにします。代わり
に、モニターは、サービスの致命的ではない検証としてこの異常を追跡します。こ
れらの一部の異常は、Retry_intervalプロパティによって指定された期間、累
積されます。

ただし、検証機能がまったくサーバーに接続できない場合は、致命的な異常である
と認識されます。一部の異常が、断片的な量によって異常カウントの増加につなが
ります。致命的な異常、または一部の異常の累積のいずれかによって、異常カウン
トが合計カウントに到達するたびに、検証機能はデータサービスの再起動または
フェイルオーバーによってこの状況を修正しようとします。

4. 手順 3 (履歴期間内での異常の数)での計算の結果、Retry_countリソースプロパ
ティの値よりも少ない場合は、検証機能は、状況をローカルで修正しようとします
(たとえば、サービスの再起動)。検証機能は、リソースの状態メッセージ
を「Service is degraded」に設定し、手順 1に戻ります。

5. Retry_intervalで指定した期間内で発生した異常の数が Retry_countの値を
超える場合、検証機能は、scha_controlを「giveover」オプション付きで呼び
出します。このオプションは、サービスのフェイルオーバーを要求します。この要
求によって異常が修正されると、このノードでの障害モニターが停止されます。検
証機能は、リソースの状態メッセージを「Service has failed」に設定します。

6. さまざまな理由により、前の手順で発行された scha_control要求が Sun
Clusterによって拒否されることがあります。この理由は、scha_controlのリ
ターンコードで識別できます。検証機能は、リターンコードを調べます。
scha_controlが拒否される場合、検証機能は異常/正常履歴をリセットし、新
たに開始します。検証機能が履歴をリセットするのは、異常の数がすでに
Retry_countを超えているため、障害モニターが各後続の繰り返しで
scha_controlを発行しようとするためです (ただし、再び拒否されます)。この
要求は、システムの負荷をさらに高め、サービス障害がさらに生じる可能性が増大
します。

その後、検証機能は、手順 1に戻ります。
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第 2章

データサービスリソースの管理

この章では、scrgadm(1M)を使って、クラスタ内のリソースや、リソースグルー
プ、リソースタイプを管理する手順を説明します。手順を実行するその他のツールに
ついては、19ページの「データサービスリソースを管理するためのツール」を参照し
てください。

この章の内容は次のとおりです。

� 29ページの「リソースタイプを登録する」
� 30ページの「アップグレードされたリソースタイプをインストールして登録す
る」

� 31ページの「既存のリソースを新バージョンのリソースタイプに移行する」
� 37ページの「フェイルオーバーリソースグループを作成する」
� 38ページの「スケーラブルリソースグループを作成する」
� 40ページの「論理ホスト名リソースをリソースグループに追加する」
� 42ページの「共有アドレスリソースをリソースグループに追加する」
� 44ページの「フェイルオーバーアプリケーションリソースをリソースグループに
追加する」

� 46ページの「スケーラブルアプリケーションリソースをリソースグループに追加
する」

� 48ページの「リソースグループをオンラインにする」
� 49ページの「リソース障害モニターを無効にする」
� 50ページの「リソース障害モニターを有効にする」
� 51ページの「リソースタイプを削除する」
� 52ページの「リソースグループを削除する」
� 54ページの「リソースを削除する」
� 55ページの「リソースグループの主ノードを切り替える」
� 56ページの「リソースを無効にしてリソースグループを非管理状態に移行する」
� 58ページの「リソースタイプ、リソースグループ、リソース構成情報を表示す
る」

� 59ページの「リソースタイププロパティを変更する」
� 60ページの「リソースグループプロパティを変更する」
� 61ページの「リソースプロパティを変更する」
� 62ページの「リソースの STOP_FAILEDエラーフラグを消去する」
� 64ページの「登録済みのリソースタイプを再登録する」
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� 65ページの「リソースグループにノードを追加する」
� 68ページの「リソースグループからノードを削除する」
� 73ページの「新しいリソース用に HAStorageリソースタイプを設定する」
� 75ページの「既存のリソース用に HAStorageリソースタイプを設定する」
� 80ページの「HAStoragePlusリソースタイプを設定する」
� 82ページの「RGOffloadリソースを設定する」

リソースタイプ、リソースグループ、リソースの概念については、第 1章と『Sun
Cluster 3.1の概念』を参照してください。

データサービスリソースの管理
表 2–1に、データサービスリソースの管理作業を説明している節を示します。

表 2–1作業マップ:データサービスの管理

作業 参照箇所

リソースタイプを登録する 29ページの「リソースタイプを登録する」

リソースタイプをアップグレードす
る

31ページの「既存のリソースを新バージョンのリソー
スタイプに移行する」

30ページの「アップグレードされたリソースタイプを
インストールして登録する」

フェイルオーバーリソースグループ
またはスケーラブルリソースグルー
プの作成

37ページの「フェイルオーバーリソースグループを作
成する」

38ページの「スケーラブルリソースグループを作成す
る」

論理ホスト名または共有アドレス、
データサービスリソースをリソース
グループに追加する

40ページの「論理ホスト名リソースをリソースグルー
プに追加する」

42ページの「共有アドレスリソースをリソースグルー
プに追加する」

44ページの「フェイルオーバーアプリケーションリ
ソースをリソースグループに追加する」

46ページの「スケーラブルアプリケーションリソース
をリソースグループに追加する」

リソースとリソースモニターを有効
にし、リソースグループを管理し、
リソースグループおよび関連するリ
ソースをオンラインにする

48ページの「リソースグループをオンラインにする」

26 Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理 • 2003年 10月, Revision A



表 2–1作業マップ:データサービスの管理 (続き)
作業 参照箇所

リソース自体とは関係なく、リソー
スモニターだけを無効または有効に
する

49ページの「リソース障害モニターを無効にする」

50ページの「リソース障害モニターを有効にする」

クラスタからリソースタイプを削除
する

51ページの「リソースタイプを削除する」

クラスタからリソースグループを削
除する

52ページの「リソースグループを削除する」

リソースグループからリソースを削
除する

54ページの「リソースを削除する」

リソースグループの主ノードを切り
替える

55ページの「リソースグループの主ノードを切り替え
る」

リソースを無効にし、そのリソース
グループを非管理状態に移行する

56ページの「リソースを無効にしてリソースグループ
を非管理状態に移行する」

リソースタイプ、リソースグルー
プ、リソース構成情報を表示する

58ページの「リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソース構成情報を表示する」

リソースタイプ、リソースグルー
プ、リソースプロパティの変更

59ページの「リソースタイププロパティを変更する」

60ページの「リソースグループプロパティを変更す
る」

61ページの「リソースプロパティを変更する」

失敗した Resource Group Manager
(RGM)プロセスのエラーフラグの消
去

62ページの「リソースの STOP_FAILEDエラーフラグ
を消去する」

組み込みリソースタイプ
LogicalHostnameおよび
SharedAddressの再登録

64ページの「登録済みのリソースタイプを再登録す
る」

ネットワークリソースのネットワー
クインタフェース IDリストの更新
と、リソースグループのノードリス
トの更新

65ページの「リソースグループにノードを追加する」

リソースグループからノードを削除
する

68ページの「リソースグループからノードを削除す
る」

リソースグループとディスクデバイ
スグループ間で起動の同期をとるた
めに、リソースグループの
HAStorageまたは
HAStoragePlusを設定する

73ページの「新しいリソース用に HAStorageリソー
スタイプを設定する」
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表 2–1作業マップ:データサービスの管理 (続き)
作業 参照箇所

ディスク入出力負荷が高いフェイル
オーバーデータサービスに対応する
ように、HAStoragePlusを設定し
てローカルファイルシステムの可用
性を高める

80ページの「HAStoragePlusリソースタイプを設定
する」

重要なデータサービスのためにノー
ドを自動的に開放するようにリソー
スタイプを設定する

82ページの「RGOffloadリソースを設定する」

注 –この章の各手順では scrgadm(1M)コマンドを使ってこれらの作業を行います
が、これ以外のツールを使ってリソースを管理することもできます。これらの方法に
ついては、19ページの「データサービスリソースを管理するためのツール」を参照し
てください。

Sun Clusterデータサービスの構成と管
理
Sun Clusterの構成は、複数の手順から成る単一の作業です。これらの手順により次の
作業を実行できます。

� リソースタイプの登録
� リソースタイプのアップグレード
� リソースグループの作成
� リソースグループへのリソースの追加
� リソースをオンラインにする

データサービスの構成を変更するには、初期構成が終わった後で次の各手順を使用し
ます。たとえば、リソースタイプ、リソースグループ、およびリソースプロパティを
変更する場合は、59ページの「リソースタイプ、リソースグループ、リソースプロ
パティの変更」へ進んでください。
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リソースタイプの登録
リソースタイプは、指定されたタイプのすべてのリソースに適用される共通のプロパ
ティとコールバックメソッドの仕様を提供します。リソースタイプは、そのタイプの
リソースを作成する前に登録する必要があります。リソースタイプについての詳細
は、第 1章を参照してください。

� リソースタイプを登録する
この手順を実行するには、登録するリソースタイプに、データサービス名の略語で名
前をつける必要があります。この名前は、データサービスのライセンス証明書に示さ
れている名前に対応付ける必要があります。名前とライセンス証明書中の名前の対応
については『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』を参照してください。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t resource-type

-a 指定したリソースタイプを追加します。

-t resource-type 追加するリソースタイプの名前を指定します。内部名を決定す
るには、『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』を参照してくだ
さい。

3. 登録されたリソースタイプを確認します。

# scrgadm -pv -t resource-type

例 –リソースタイプの登録
次に、Sun Cluster HA for Sun ONE Web Server (内部名 iws)を登録する例を示しま
す。

# scrgadm -a -t SUNW.iws
# scrgadm -pv -t SUNW.iws
Res Type name: SUNW.iws
(SUNW.iws) Res Type description: None registered
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(SUNW.iws) Res Type base directory: /opt/SUNWschtt/bin
(SUNW.iws) Res Type single instance: False
(SUNW.iws) Res Type init nodes: All potential masters
(SUNW.iws) Res Type failover: False
(SUNW.iws) Res Type version: 1.0
(SUNW.iws) Res Type API version: 2
(SUNW.iws) Res Type installed on nodes: All

(SUNW.iws) Res Type packages: SUNWschtt

次の作業
リソースタイプを登録したあと、リソースグループを作成し、リソースをそのリソー
スグループに追加できます。詳細は、36ページの「リソースグループの作成」を参
照してください。

リソースタイプの更新
新バージョンのリソースタイプがリリースされる際には、そのアップグレードされた
リソースタイプをインストールして登録できます。また、既存のリソースを新しいリ
ソースタイプバージョンにアップグレードすることも可能です。この節では、次の 2
つの作業、アップグレードされたリソースタイプをインストールして登録する方法
と、既存のリソースを新しいリソースタイプバージョンにアップグレードする方法に
ついて説明します。

� 30ページの「アップグレードされたリソースタイプをインストールして登録す
る」

� 31ページの「既存のリソースを新バージョンのリソースタイプに移行する」

� アップグレードされたリソースタイプをインス
トールして登録する
この作業は、scsetupの Resource Groupオプションを使用しても行えます。
scsetupの詳細は、scsetup(1M)のマニュアルページを参照してください。

1. すべてのクラスタノードに、リソースタイプアップグレードパッケージをインス
トールします。

注 –リソースタイプパッケージがどのノードにもインストールされていない場合
は、作業が別途必要です (手順 3)。
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リソースタイプのアップグレードパッケージをインストールする際にノードを非ク
ラスタモードで起動する必要があるかどうかは、アップグレードドキュメントに示
されています。ダウンタイムを避けるには、パッケージをインストールするノード
を非クラスタモード、残りのノードをクラスタモードに設定した状態で、一度に 1
台のノードに限定してローリングアップグレード方式で新しいパッケージを追加し
ます。

2. この新しいリソースタイプバージョンを登録します。

scrgadm -a -t resource_type -f path_to_new_RTR_file

新しいリソースタイプの名前は次の形式をとります。

vendor_id.rtname:version

登録した新しいリソースタイプを表示するには、scrgadm —p または scrgadm
—pv (詳細表示)を使用してください。

3. 新しいリソースタイプをインストールしないノードがある場合は、実際にリソース
タイプをインストールしたノードを Installed_nodesプロパティに設定しま
す。

scrgadm -c -t resource_type -h installed_node_list

新バージョンのリソースタイプは、次の点で旧バージョンと異なっている可能性があ
ります。

� リソースタイププロパティの設定

� 標準プロパティ、拡張プロパティを含む宣言済みリソースプロパティ

� リソースプロパティの属性 (default、min、max、arraymin、arraymax、または
tunability)

� 宣言済みメソッド

� メソッドやモニターの実装

� 既存のリソースを新バージョンのリソースタイプ
に移行する
この作業は、scsetupの Resource Groupオプションを使用しても行えます。
scsetupの詳細は、scsetup(1M)のマニュアルページを参照してください。

新しいバージョンタイプに移行する方法は、既存のリソースタイプバージョンと、新
バージョンにおける変更によって決まります。移行が可能かどうかは、リソースタイ
プのアップグレードドキュメントに記載されています。移行がサポートされていない
場合は、リソースを削除してアップグレードされた新しいリソースに交換するか、あ
るいはそのリソースを古いリソースタイプバージョンのままにするかを検討してくだ
さい。

既存のリソースを移行する場合は、以下の値が変化する可能性があります。
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デフォルトのプロパティ値 アップグレードされたリソースタイプバー
ジョンがデフォルトプロパティに新しいデ
フォルト値を宣言している場合は、既存のリ
ソースはこの新しいデフォルト値を継承しま
す。

既存のプロパティ設定が適切かどうかは、新
しいリソースタイプバージョンの VALIDATE
メソッドによってチェックされます。この設
定が不適切な場合は、プロパティを編集して
適切な値に変更してください。プロパティの
編集方法は、手順 3を参照してください。

リソースタイプ名 RTRファイルには、リソースタイプの完全
修飾名の形成に使用される以下のプロパ
ティが含まれます。

� Vendor_id
� Resource_type
� RT_Version

アップグレードされたリソースタイプバー
ジョンは、その登録時に
vendor_id.rtname:versionとして保存
されます。新バージョンに移行されたリソー
スには、上記のプロパティから構成される新
しい Typeプロパティが存在します。

Type_versionリソースプロパティ リソースのタイプの RT_Versionプロパ
ティは、標準のリソースプロパティ
Type_versionに格納されます。
Type_Versionプロパティは、RTRファイ
ルには現れません。次のコマンドを使用して
Type_Versionプロパティを編集してくだ
さい。

scrgadm -c -j resource -y Type_version=new_version

1. 既存のリソースを新しいリソースタイプバージョンに移行する前に、新しいリソー
スタイプに付属しているアップグレードマニュアルに目を通し、移行が可能かどう
かを確認してください。

このマニュアルには、移行を実施すべきタイミングが記されています。

� 任意の時点
� リソースのマウントが解除されているとき
� リソースがオフラインのとき
� リソースが無効なとき
� リソースグループが管理されていないとき

移行がサポートされていない場合は、リソースを削除してアップグレードされた新
しいリソースバージョンに置き換えるか、そのリソースを古いリソースタイプバー
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ジョンのままにしておく必要があります。

2. 移行するリソースタイプのリソースごとに、アップグレードマニュアルに記載され
ている方法でそのリソースグループのリソースの状態を適切な状態に変更してくだ
さい。次に例を示します。

リソースのマウントを解除する必要がある場合:

scswitch -M -n -j resource

リソースをオフラインにする必要がある場合:

scswitch -n -j resource

リソースを無効にする必要がある場合:

scswitch -n -j resource

リソースグループを非管理状態にする必要がある場合:

scsswitch -n -j resource-group
scswitch -F -g resource_group
scswitch -u -g resource_group

3. 移行するリソースタイプのリソースごとに、リソースを編集し、その
Type_versionプロパティを新バージョンに変更します。

scrgadm -c -j resource -y Type_version=new_version \

-x extension_property=new_value -y extension_property=new_value

必要に応じ、-xまたは -yオプション (あるいはこの両方)を追加して同じコマンド
を実行し、同じリソースのほかのプロパティを編集して適切な値に変更します。

4. 手順 2で入力したコマンドを逆に指定することにより、リソースまたはリソースグ
ループの前の状態に戻します。次に例を示します。

リソースを監視状態に戻す場合:

scswitch -M -e -j resource

リソースを有効な状態に戻す場合:

scswitch -e -j resource

リソースグループをオンラインの管理状態に戻す場合:

scswitch -o -g resource_group
scswitch -Z -g resource_group
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例 1 –既存のリソースを新しいリソースタイプバージョン
に移行する
この例は、既存のリソースを新しいリソースタイプバージョンに移行する方法を示し
ています。新しいリソースタイプパッケージのメソッドは、新しいパスに配置されて
います。インストール時にメソッドは上書きされないため、アップグレードされたリ
ソースタイプのインストールが完了するまでリソースを無効にする必要はありませ
ん。

この実例では、次のことを前提としています。

� 新しいリソースタイプバージョンは 2.0である

� 移行を実行すべきタイミングは「リソースがオフラインのとき」である

� リソース名は「myresource」である

� リソースタイプ名は「myrt」である

� 新しい RTRファイルは /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrtに配置される

� 移行の対象となるリソースに依存していない

� 所属しているリソースグループをオンラインの状態にしたまま、移行の対象となる
リソースをオフラインに切り替えることができる

(ベンダーの指示に従って全ノードに新しいパッケージをインストールする)
# scrgadm -a -t myrt -f /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrt
# scswitch -n -j myresource
# scrgadm -c -j myresource -y Type_version=2.0

# scswitch -e -j myresource

例 2 –既存のリソースを新しいリソースタイプバージョン
に移行する
この例は、既存のリソースを新しいリソースタイプバージョンに移行する方法を示し
ています。新しいリソースタイプパッケージには、モニターと RTRファイルしか含ま
れていません。モニターはインストール時に上書きされるため、アップグレードされ
たリソースタイプをインストールする前にリソースを無効にする必要があります。

この実例では、次のことを前提としています。

� 新しいリソースタイプバージョンは 2.0である
� 移行を実行すべきタイミングは「リソースのマウントが解除しているとき」である
� リソース名は「myresource」である
� リソースタイプ名は「myrt」である
� 新しい RTRファイルは /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrtに配置される

# scswitch -M -n -j myresource
(ベンダーの指示に従って新しいパッケージをインストールする)
# scrgadm -a -t myrt -f /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrt
# scrgadm -c -j myresource -y Type_version=2.0
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# scswitch -M -e -j myresource

リソースタイプのダウングレード
古いリソースタイプバージョンにリソースをダウングレードできます。古いリソース
タイプバージョンにダウングレードする場合は、新しいリソースタイプバージョンに
アップグレードする場合よりも条件が厳しくなります。まず、リソースグループの管
理を解除する必要があります。アップグレードが可能なリソースタイプバージョンに
しかダウングレードできないということにも注意してください。アップグレードが可
能なバージョンは scrgadm -p コマンドを使用して確認できます。アップグレードが
可能なバージョンの場合、接尾辞 versionが表示されます。

� 古いリソースタイプバージョンにダウングレード
する
リソースを古いリソースタイプバージョンにダウングレードできます。古いリソース
タイプバージョンにダウングレードする場合は、新しいリソースタイプバージョンに
アップグレードする場合よりも条件が厳しくなります。まず、リソースグループの管
理を解除する必要があります。アップグレードが可能なリソースタイプバージョンに
しかダウングレードできないということにも注意してください。アップグレードが可
能なバージョンは scrgadm -p コマンドを使用して確認できます。アップグレードが
可能なバージョンの場合、接尾辞 versionが表示されます。

1. ダウングレードしたいリソースを含んでいるリソースグループをオフラインに切り
替えます。

scswitch -F -g resource_group

2. ダウングレードしたいリソースと、そのリソースグループ内のすべてのリソースを
無効にします。

scswitch -n -j resource_to_downgrade
scswitch -n -j resource1
scswitch -n -j resource2
scswitch -n -j resource3
...

注 –リソースの無効化は、依存性の高いもの (アプリケーションリソース)から開
始し、もっとも依存性の低いもの (ネットワークアドレスリソース)で終了するよ
うに行なってください。
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3. リソースグループを非管理状態に切り替えます。

scswitch -u -g resource_group

4. ダウングレードしたいリソースタイプの古いバージョンがクラスタ内にまだ登録さ
れているかどうか確認します。

� 登録されている場合は、次の手順に進みます。

� 登録されていない場合は、希望する旧バージョンを登録し直します。

scrgadm -a -t resource_type_name

5. 旧バージョンを Type_versionに指定し、リソースをダウングレードします。

scrgadm -c -j resource_to_downgrade -y Type_version=old_version

必要に応じて、同じコマンドを使って、同じリソースのその他のプロパティに適切
な値を設定します。

6. ダウングレードしたリソースを含んでいるリソースグループを管理状態に切り替
え、すべてのリソースを有効にしたあと、このグループをオンラインに切り替えま
す。

scswitch -Z -g resource_group

リソースグループの作成
リソースグループには、一連のリソースが含まれており、これらすべてのリソースは
指定のノードまたはノード群で共にオンラインまたはオフラインになります。リソー
スを配置する前に、空のリソースグループを作成します。

リソースグループには、フェイルオーバーとスケーラブルの 2つの種類があります。
フェイルオーバーリソースグループの場合、同時にオンラインにできるのは 1つの
ノードでのみです。一方、スケーラブルリソースグループの場合は、同時に複数の
ノードでオンラインにできます。

次の手順では、scrgadm(1M)コマンドを使ってデータサービスの登録と構成を行い
ます。

リソースグループの概念については、第 1章と『Sun Cluster 3.1の概念』を参照して
ください。
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� フェイルオーバーリソースグループを作成する
フェイルオーバーリソースグループは、ネットワークアドレス (組み込みリソースタ
イプの LogicalHostnameや SharedAddressなど)と、フェイルオーバーリソース
(フェイルオーバーデータサービスのためのデータサービスアプリケーションリソース
など)を含みます。ネットワークリソースは、データサービスがフェイルオーバーま
たはスイッチオーバーする場合に、依存するデータサービスリソースと共に、クラス
タノード間を移動します。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. フェイルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-a 指定したリソースグループを追加します。

-g resource-group 追加するフェイルオーバーリソースグループの名前を指定し
ます。任意の名前の先頭文字はASCIIにする必要がありま
す。

-h nodelist このリソースグループをマスターできるノードの順位リスト
を指定します (省略可能)。このリストを指定しない場合は、
デフォルトでクラスタ内のすべてのノードになります。

3. リソースグループが作成されていることを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

例 –フェイルオーバーリソースグループの作成
次に、 2つのノード (phys-schost-1、phys-schost-2)でマスターできるフェイ
ルオーバーリソースグループ (resource-group-1)を追加する例を示します。

# scrgadm -a -g resource-group-1 -h phys-schost1,phys-schost-2
# scrgadm -pv -g resource-group-1
Res Group name: resource-group-1
(resource-group-1) Res Group RG_description: <NULL>
(resource-group-1) Res Group management state: Unmanaged
(resource-group-1) Res Group Failback: False
(resource-group-1) Res Group Nodelist: phys-schost-1

phys-schost-2
(resource-group-1) Res Group Maximum_primaries: 1
(resource-group-1) Res Group Desired_primaries: 1
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(resource-group-1) Res Group RG_dependencies: <NULL>
(resource-group-1) Res Group mode: Failover
(resource-group-1) Res Group network dependencies: True
(resource-group-1) Res Group Global_resources_used: All

(resource-group-1) Res Group Pathprefix:

次の作業
フェイルオーバーリソースグループを作成した後で、そのリソースグループにアプリ
ケーションリソースを追加できます。手順については、40ページの「リソースグ
ループへのリソースの追加」を参照してください。

� スケーラブルリソースグループを作成する
スケーラブルリソースグループは、スケーラブルサービスと共に使用されます。共有
アドレス機能は、スケーラブルサービスの多数のインスタンスを 1つのサービスとし
て扱える Sun Clusterのネットワーキング機能です。まず、スケーラブルリソースが
依存する共有アドレスを含むフェイルオーバーリソースグループを作成しなければな
りません。次にスケーラブルリソースグループを作成し、そのグループにスケーラブ
ルリソースを追加します。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. スケーラブルリソースが使用する共有アドレスを保持するフェイルオーバーリソー
スグループを作成します。

3. スケーラブルリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group \
-y Maximum_primaries=m \
-y Desired_primaries=n \
-y RG_dependencies=depend-resource-group \

-h nodelist]

-a
スケーラブルリソースグループを追加します。

-g resource-group
追加するスケーラブルリソースグループの名前を指定します。

38 Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理 • 2003年 10月, Revision A



-y Maximum_primaries =m
このリソースグループのアクティブな主ノードの最大数を指定します。

-y Desired_primaries =n
リソースグループが起動するアクティブな主ノードの数を指定します。

-y RG_dependencies =depend-resource-group
作成されるリソースグループが依存する共有アドレスリソースを含むリソース
グループを指定します。

-h nodelist
リソースグループを利用できるノードのリストを指定します (省略可能)。この
リストを指定しない場合は、デフォルトですべてのノードになります。

4. スケーラブルリソースグループが作成されていることを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

例 –スケーラブルリソースグループの作成
次に、2つのノード (phys-schost-1、phys-schost-2)でホストされるスケーラ
ブルリソースグループ (resource-group-1)を追加する例を示します。スケーラブ
ルリソースグループは、共有アドレスを含むフェイルオーバーリソースグループ
(resource-group-2)に依存します。

# scrgadm -a -g resource-group-1 \
-y Maximum_primaries=2 \
-y Desired_primaries=2 \
-y RG_dependencies=resource-group-2 \
-h phys-schost-1,phys-schost-2
# scrgadm -pv -g resource-group-1
Res Group name: resource-group-1
(resource-group-1) Res Group RG_description: <NULL>
(resource-group-1) Res Group management state: Unmanaged
(resource-group-1) Res Group Failback: False
(resource-group-1) Res Group Nodelist: phys-schost-1

phys-schost-2
(resource-group-1) Res Group Maximum_primaries: 2
(resource-group-1) Res Group Desired_primaries: 2
(resource-group-1) Res Group RG_dependencies: resource-group-2
(resource-group-1) Res Group mode: Scalable
(resource-group-1) Res Group network dependencies: True
(resource-group-1) Res Group Global_resources_used: All

(resource-group-1) Res Group Pathprefix:

次の作業
スケーラブルリソースグループを作成したあと、そのリソースグループにスケーラブ
ルアプリケーションリソースを追加できます。詳細は、46ページの「スケーラブル
アプリケーションリソースをリソースグループに追加する」を参照してください。
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リソースグループへのリソースの追加
リソースは、リソースタイプをインスタンス化したものです。リソースは、RGMに
よって管理される前に、リソースグループに追加する必要があります。この節では、3
種類のリソースタイプについて説明します。

� 論理ホスト名リソース。
� 共有アドレスリソース。
� データサービス (アプリケーション)リソース。

論理ホスト名リソースと共有アドレスリソースは、常にフェイルオーバーリソースグ
ループに追加してください。フェイルオーバーデータサービス用のデータサービスリ
ソースは、フェイルオーバーリソースグループに追加してください。フェイルオー
バーリソースグループは、そのデータサービス用の論理ホスト名リソースとアプリ
ケーションリソースの両方を含みます。スケーラブルリソースグループは、スケーラ
ブルサービス用のアプリケーションリソースだけを含んでいます。スケーラブルサー
ビスが依存する共有アドレスリソースは、別のフェイルオーバーリソースグループに
存在する必要があります。データサービスをクラスタノード全体に渡って提供するに
は、スケーラブルアプリケーションリソースと共有アドレスリソース間の依存性を指
定する必要があります。

リソースについての詳細は、『Sun Cluster 3.1の概念』と、このマニュアルの第 1章
を参照してください。

� 論理ホスト名リソースをリソースグループに追加
する
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースを追加するフェイルオーバーリソースグループの名前
� リソースグループに追加するホスト名

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 論理ホスト名リソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -L [-j resource] -g resource-group -l hostnamelist, ... [-n netiflist]

-a 論理ホスト名リソースを追加します。
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-L 論理ホスト名リソースの形式を指定します。

-j resource リソース名を指定します (省略可能)。このオプションを指
定しない場合は、デフォルトで -lオプションで最初に指定
したホスト名になります。

-g resource-group リソースを配置するリソースグループの名前を指定しま
す。

-l hostnamelist, … クライアントがリソースグループでサービスと通信する
UNIXホスト名 (論理ホスト名)をコマンドで区切って指定
します。

-n netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマ
で区切って指定します (省略可能)。netiflist内の各要素は、
netif@nodeという形式でなければなりません。netif
は、IPネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0な
ど)で指定できます。ノードは、ノード名またはノード ID
(sc_ipmp0@1、sc_ipmp@phys-schost-1など)で識別で
きます。

注 – Sun Clusterでは、現在、netifにアダプタ名を使用す
ることはできません。

3. 論理ホスト名リソースが追加されていることを確認します。

# scrgadm -pv -j resource

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアは、そのリソースの妥当性を検
査します。妥当性が確認されると、そのリソースを有効にできるとともに、そのリ
ソースグループを RGMの管理下に置くことができます。妥当性の検査に失敗する
と、scrgadmコマンドはエラーメッセージを生成して終了します。妥当性の検査
に失敗に失敗した場合は、エラーメッセージについて各ノード上の syslogを調べ
てください。メッセージは、妥当性の検査を実施したノードで表示されます。必ず
しも scrgadmコマンドを実行したノードで表示されるわけではありません。

例 –論理ホスト名リソースのリソースグループへの追加
次に、論理ホスト名リソース (resource-1)をリソースグループ (resource-
group-1)に追加する例を示します。

# scrgadm -a -L -j resource-1 -g resource-group-1 -l schost-1
# scrgadm -pv -j resource-1
Res Group name: resource-group-1
(resource-group-1) Res name: resource-1
(resource-group-1:resource-1) Res R_description:
(resource-group-1:resource-1) Res resource type: SUNW.LogicalHostname
(resource-group-1:resource-1) Res resource group name: resource-group-1
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(resource-group-1:resource-1) Res enabled: False

(resource-group-1:resource-1) Res monitor enabled: True

次の作業
論理ホスト名リソースを追加したあと、48ページの「リソースグループをオンライ
ンにする」の手順に従って、このリソースをオンラインにします。

� 共有アドレスリソースをリソースグループに追加
する
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースを追加するリソースグループの名前。このグループは、前の手順で作成し
たフェイルオーバーリソースグループでなければなりません。

� リソースグループに追加するホスト名。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 共有アドレスリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -S [-j resource] -g resource-group -l hostnamelist, ... \

[-X auxnodelist] [-n netiflist]

-a 共有アドレスリソースを追加します。

-S 共有アドレスリソースの形式を指定します。

-j resource リソース名を指定します (省略可能)。このオプションを指
定しない場合は、デフォルトで -lオプションで最初に指定
したホスト名になります。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

-l hostnamelist, … 共有アドレスホスト名をコンマで区切って指定します。

-X auxnodelist 共有アドレスをホストできるクラスタノード (ただし、
フェイルオーバー時に主ノードとして使用されない)を識別
する物理ノード名または IDをコンマで区切って指定しま
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す。これらのノードは、リソースグループのノードリスト
で潜在的マスターとして識別されるノードと相互に排他的
です。

-n netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマ
で区切って指定します (省略可能)。netiflist内の各要素は、
netif@nodeという形式でなければなりません。netif
は、IPネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0な
ど)で指定できます。ノードは、ノード名またはノード ID
(sc_ipmp0@1、sc_ipmp@phys-schost-1など)で識別で
きます。

注 – Sun Clusterでは、現在、netifにアダプタ名を使用す
ることはできません。

3. 共有アドレスリソースが追加され、妥当性が検査されていることを確認します。

# scrgadm -pv -j resource

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアは、そのリソースの妥当性を検
査します。妥当性が確認されると、そのリソースを有効にできるとともに、そのリ
ソースグループを RGMの管理下に置くことができます。妥当性の検査に失敗する
と、scrgadmコマンドはエラーメッセージを生成して終了します。妥当性の検査
に失敗に失敗した場合は、エラーメッセージについて各ノード上の syslogを調べ
てください。メッセージは、妥当性の検査を実施したノードで表示されます。必ず
しも scrgadmコマンドを実行したノードで表示されるわけではありません。

例 –共有アドレスリソースのリソースグループへの追加
次に、共有アドレスリソース (resource-1)をリソースグループ (resource-
group-1)に追加する例を示します。

# scrgadm -a -S -j resource-1 -g resource-group-1 -l schost-1
# scrgadm -pv -j resource-1
(resource-group-1) Res name: resource-1

(resource-group-1:resource-1) Res R_description:
(resource-group-1:resource-1) Res resource type: SUNW.SharedAddress
(resource-group-1:resource-1) Res resource group name: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) Res enabled: False

(resource-group-1:resource-1) Res monitor enabled: True

次の作業
共有リソースを追加したあと、48ページの「リソースグループをオンラインにす
る」の手順に従ってリソースを有効にします。
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� フェイルオーバーアプリケーションリソースをリ
ソースグループに追加する
フェイルオーバーアプリケーションリソースは、以前にフェイルオーバーリソースグ
ループに作成した論理ホスト名を使用するアプリケーションリソースです。

この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースを追加するフェイルオーバーリソースグループの名前

� リソースが属するリソースタイプの名前

� アプリケーションリソースが使用する論理ホスト名リソース。これは、以前に同じ
リソースグループに含めた論理ホスト名になります。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. フェイルオーバーアプリケーションリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group -t resource-type \

[-x Extension_property=value, ...] [-y Standard_property=value, ...]

-a リソースを追加します。

-j resource 追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group 以前に作成したフェイルオーバーリソースグ
ループの名前を指定します。

-t resource-type リソースが属するリソースタイプの名前を指
定します。

-x Extension_property =value, … 特定のデータサービスに依存する拡張プロパ
ティをコンマで区切って指定します。データ
サービスがこのプロパティの指定が必要かど
うかについては、各データサービスについて
説明している章を参照してください。

-y Standard_property =value, … 特定のデータサービスに依存する標準プロパ
ティをコンマで区切って指定します。データ
サービスがこのプロパティの指定が必要かど
うかについては、各データサービスについて
説明している章と付録A を参照してくださ
い。
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注 –別のプロパティを設定することもできます。詳細は、付録A とこのマニュア
ルのフェイルオーバーデータサービスのインストールと構成に関する各章を参照し
てください。

3. フェイルオーバーアプリケーションリソースが追加され、妥当性が検査されている
ことを確認します。

# scrgadm -pv -j resource

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアは、そのリソースの妥当性を検
査します。妥当性が確認されると、そのリソースを有効にできるとともに、そのリ
ソースグループを RGMの管理下に置くことができます。妥当性の検査に失敗する
と、scrgadmコマンドはエラーメッセージを生成して終了します。妥当性の検査
に失敗に失敗した場合は、エラーメッセージについて各ノード上の syslogを調べ
てください。メッセージは、妥当性の検査を実施したノードで表示されます。必ず
しも scrgadmコマンドを実行したノードで表示されるわけではありません。

例 –フェイルオーバーアプリケーションリソースのリソー
スグループへの追加
次に、リソース (resource-1)をリソースグループ (resource-group-1)に追加す
る例を示します。リソースは、論理ホスト名リソース (schost-1、schost-2)に依
存し、以前に定義したフェイルオーバーリソースグループと同じリソースグループに
存在する必要があります。

# scrgadm -a -j resource-1 -g resource-group-1 -t resource-type-1 \
-y Network_resources_used=schost-1,schost2 \
# scrgadm -pv -j resource-1
(resource-group-1) Res name: resource-1

(resource-group-1:resource-1) Res R_description:
(resource-group-1:resource-1) Res resource type: resource-type-1
(resource-group-1:resource-1) Res resource group name: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) Res enabled: False

(resource-group-1:resource-1) Res monitor enabled: True

次の作業
フェイルオーバーアプリケーションリソースを追加したあと、48ページの「リソー
スグループをオンラインにする」の手順に従ってリソースを有効にします。
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� スケーラブルアプリケーションリソースをリソー
スグループに追加する
スケーラブルアプリケーションリソースは、フェイルオーバーリソースグループに共
有アドレスを使用するアプリケーションリソースです。

この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースを追加するスケーラブルリソースグループの名前

� リソースが属するリソースタイプの名前

� スケーラブルサービスリソースが使用する共有アドレスリソース。これは、以前に
フェイルオーバーリソースグループに含めた共有アドレスになります。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. スケーラブルアプリケーションリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group -t resource-type \
-y Network_resources_used=network-resource[,network-resource...] \
-y Scalable=True

[-x Extension_property=value, ...] [-y Standard_property=value, ...]

-a
リソースを追加します。

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
以前に作成したスケーラブルサービスリソースグループの名前を指定します。

-t resource-type
このリソースが属するリソースタイプの名前を指定します。

-y Network_resources_used = network-resource[,network-resource ...]
このリソースが依存するネットワークリソース (共有アドレス)のリストを指定
します。

-y Scalable =True
このリソースがスケーラブルであることを指定します。

-x Extension_property =value, …
特定のデータサービスに依存する拡張プロパティをコンマで区切って指定しま
す。データサービスがこのプロパティの指定が必要かどうかについては、各
データサービスについて説明している章を参照してください。
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-y Standard_property =value, …
特定のデータサービスに依存する標準プロパティをコンマで区切って指定しま
す。データサービスがこのプロパティの指定が必要かどうかについては、各
データサービスについて説明している章と付録A を参照してください。

-y Standard_property =value, …
特定のデータサービスに依存する標準プロパティをコンマで区切って指定しま
す。データサービスがこのプロパティの指定が必要かどうかについては、各
データサービスについて説明している章と付録A を参照してください。

注 –別のプロパティを設定することもできます。構成可能なほかのプロパティにつ
いては、付録A とこのマニュアルのスケーラブルデータサービスのインストール
と構成に関する各章を参照してください。スケーラブルサービスの場合は、通常、
Port_list、Load_balancing_weights、Load_balancing_policyプロパ
ティを設定します (付録A を参照)。

3. スケーラブルアプリケーションリソースが追加され、妥当性が検査されていること
を確認します。

# scrgadm -pv -j resource

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアは、そのリソースの妥当性を検
査します。妥当性が確認されると、そのリソースを有効にできるとともに、そのリ
ソースグループを RGMの管理下に置くことができます。妥当性の検査に失敗する
と、scrgadmコマンドはエラーメッセージを生成して終了します。妥当性の検査
に失敗に失敗した場合は、エラーメッセージについて各ノード上の syslogを調べ
てください。メッセージは、妥当性の検査を実施したノードで表示されます。必ず
しも scrgadmコマンドを実行したノードで表示されるわけではありません。

例 –スケーラブルアプリケーションリソースのリソースグ
ループへの追加
次に、リソース (resource-1)をリソースグループ (resource-group-1)に追加す
る例を示します。resource-group-1は、使用されているネットワークアドレス (以
下の例の schost-1と schost-2)を含むフェイルオーバーリソースグループに依存
することに注意してください。リソースは、共有アドレスリソース (schost-1と
schost-2)に依存し、以前に定義した 1つまたは複数のフェイルオーバーリソースグ
ループに存在する必要があります。

# scrgadm -a -j resource-1 -g resource-group-1 -t resource-type-1 \
-y Network_resources_used=schost-1,schost-2 \
-y Scalable=True
# scrgadm -pv -j resource-1
(resource-group-1) Res name: resource-1

(resource-group-1:resource-1) Res R_description:
(resource-group-1:resource-1) Res resource type: resource-type-1
(resource-group-1:resource-1) Res resource group name: resource-group-1
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(resource-group-1:resource-1) Res enabled: False

(resource-group-1:resource-1) Res monitor enabled: True

次の作業
スケーラブルアプリケーションリソースを追加したあと、48ページの「リソースグ
ループをオンラインにする」の手順に従って、リソースを有効にします。

リソースグループをオンラインにする
リソースが HAサービスの提供を開始できるようにするには、リソースグループのリ
ソースおよびリソースモニターを有効にし、リソースグループを管理状態にし、リ
ソースグループをオンラインにする必要があります。これらの作業は個々に実行でき
ますが、次に示すように 1つの手順で実行することもできます。詳細は、scswitch
(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースグループをオンラインにする
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースを有効にし、リソースグループをオンラインにします。

リソースモニターを無効にしている場合は、これも有効になります。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z 最初にリソースグループとそのモニターを有効にし、リソー
スグループをオンラインにします。

-g resource-group オンラインにするリソースグループの名前を指定します。既
存のリソースグループを指定する必要があります。

3. リソースがオンラインになっていることを確認します。

任意のクラスタノードで次のコマンドを実行し、Resource Group Stateのフィール
ドを調べ、ノードリストで指定されたノードでリソースグループがオンラインに
なっていることを確認します。

# scstat -g
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例 –リソースグループをオンラインにする
次に、リソースグループ (resource-group-1)をオンラインにし、その状態を確認
する例を示します。

# scswitch -Z -g resource-group-1

# scstat -g

次の作業
リソースグループがオンラインになれば、リソースグループが構成されて使用する準
備が整ったことになります。リソースやノードで障害が発生した場合は、RGMは別
のノードでそのリソースグループをオンラインに切り替えることでリソースグループ
の可用性を維持します。

リソースモニターの無効化と有効化
次の各手順では、リソース自体とは関係なくリソース障害モニターだけを無効または
有効にします。したがって、障害モニターが無効にされても、そのリソース自体は正
常に動作を続けます。ただし、障害モニターが無効になっていると、データサービス
に障害が発生しても、障害回復は自動的には開始されません。

詳細は、scswitch(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は任意のノードから実行できます。

� リソース障害モニターを無効にする
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソース障害モニターを無効にします。

# scswitch -n -M -j resource

-n リソースまたはリソースモニターを無効にします。

-M 指定されたリソースの障害モニターを無効にします。

-j resource リソースの名前

3. リソース障害モニターが無効になっていることを確認します。
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各クラスタノードで次のコマンドを実行し、監視されるフィールド (RS
Monitored)を確認します。

# scrgadm -pv

例–リソース障害モニターを無効にする
この例では、リソース障害モニターを無効にします。

# scswitch -n -M -j resource-1
# scrgadm -pv
...

RS Monitored: no...

� リソース障害モニターを有効にする
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソース障害モニターを有効にします。

# scswitch -e -M -j resource

-e リソースまたはリソースモニターを有効にします。

-M 指定されたリソースの障害モニターを有効にします。

-j resource リソースの名前を指定します。

3. リソース障害モニターが有効になっていることを確認します。

各クラスタノードで次のコマンドを実行し、監視されるフィールド (RS
Monitored)を確認します。

# scrgadm -pv

例–リソース障害モニターを有効にする
この例では、リソース障害モニターを有効にします。

# scswitch -e -M -j resource-1
# scrgadm -pv
...

RS Monitored: yes...
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リソースタイプの削除
使用されていないリソースタイプを削除する必要はありませんが、次の手順を使用し
て削除できます。

詳細は、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースタイプを削除する
リソースタイプを削除する前に、クラスタ内のすべてのリソースグループにある、そ
のタイプのリソースをすべて無効にし、削除する必要があります。scrgadm -pv コ
マンドを使用し、クラスタ内のリソースとリソースグループを確認します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 削除するリソースタイプの各リソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

3. 削除するリソースタイプの各リソースを削除します。

# scrgadm -r -j resource

-r 指定したリソースを削除します。

-j 削除するリソースの名前を指定します。

4. リソースタイプを削除します。

# scrgadm -r -t resource-type

-r 指定したリソースタイプを削除します。

-t resource-type 削除するリソースタイプの名前を指定します。

5. リソースタイプが削除されていることを確認します。

# scrgadm -p
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例 –リソースタイプの削除
次に、リソースタイプのすべてのリソース (resource-type-1)を無効にして削除し
たあとで、そのリソースタイプ自体を削除する例を示します。この例では、
resource-1は、リソースタイプ resource-type-1のリソースです。

# scswitch -n -j resource-1
# scrgadm -r -j resource-1

# scrgadm -r -t resource-type-1

リソースグループの削除
リソースグループを削除するには、最初にそのリソースグループからすべてのリソー
スを削除する必要があります。

詳細は、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースグループを削除する
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 次のコマンドを実行し、リソースグループをオフラインに切り替えます。

# scswitch -F -g resource-group

-F リソースグループをオフラインに切り替えます。

-g resource-group オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

3. リソースグループに含まれているすべてのリソースを無効にします。

scrgadm -pv コマンドを使用し、リソースグループ内のリソースを表示できま
す。リソースグループ内の削除するすべてのリソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

依存性のあるデータサービスリソースがリソースグループに存在する場合、そのリ
ソースを無効にするには、依存するすべてのリソースを無効にする必要がありま
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す。

4. リソースグループからすべてのリソースを削除します。

scrgadmコマンドを使用して次の操作を行います。

� リソースの削除
� リソースグループの削除

# scrgadm -r -j resource
# scrgadm -r -g resource-group

-r 指定したリソースやリソースグループを削除します。

-j resource 削除するリソースの名前を指定します。

-g resource-group 削除するリソースグループの名前を指定します。

5. リソースグループが削除されていることを確認します。

# scrgadm -p

例—リソースグループの削除
次に、リソースグループ (resource-group-1)のリソース (resource-1)を削除し
たあとで、そのリソースグループ自体を削除する例を示します。

# scswitch -F -g resource-group-1
# scrgadm -r -j resource-1

# scrgadm -r -g resource-group-1

リソースの削除
リソースグループからリソースを削除する前に、そのリソースを無効にします。

詳細は、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。
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� リソースを削除する
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 削除するリソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

3. リソースを削除します。

# scrgadm -r -j resource

-r 指定したリソースを削除します。

-j resource 削除するリソースの名前を指定します。

4. リソースが削除されていることを確認します。

# scrgadm -p

例 –リソースの削除
次に、リソース resource-1を無効にして削除する例を示します。

# scswitch -n -j resource-1

# scrgadm -r -j resource-1

リソースグループの主ノードの切り替え
以下の手順を使用し、リソースグループの現在の主ノードを別のノードに切り替え
(スイッチオーバー)、新しい主ノードにすることができます。

詳細は、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。
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� リソースグループの主ノードを切り替える
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� スイッチオーバーするリソースグループの名前

� リソースグループをオンラインにする、またはオンラインを維持するノードの名
前。スイッチオーバーを行うリソースグループの、潜在的マスターとして設定され
ているクラスタノードを指定する必要があります。リソースグループの潜在的主
ノードの一覧を表示するには、scrgadm -pv コマンドを使用します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 主ノードを潜在的主ノードに切り替えます。

# scswitch -z -g resource-group -h nodelist

-z 指定したリソースグループをオンラインに切り替えます。

-g resource-group 切り替えるリソースグループの名前を指定します。

-h nodelist リソースグループをオンラインにする、またはオンラインを
維持するノードを指定します。このリソースグループは、こ
のノード以外のすべてのノードでオフラインに切り替えられ
ます。

3. リソースグループが新しい主ノードに切り替えられていることを確認します。

次のコマンドを実行し、スイッチオーバーされたリソースグループの状態に関する
出力を調べます。

# scstat -g

例 –リソースグループを新しい主ノードに切り替える
次に、リソースグループ (resource-group-1)を現在の主ノード (phys-schost-1)
から、潜在的主ノード (phys-schost-2)へ切り替える例を示します。まず、リソー
スグループが phys-schost-1でオンラインになっていることを確認します。続い
て、切り替えを行います。最後に、そのグループが phys-schost-2でオンラインに
切り替えられたことを確認します。

phys-schost-1# scstat -g
...
Resource Group Name: resource-group-1
Status
Node Name: phys-schost-1
Status: Online

Node Name: phys-schost-2
Status: Offline

...
phys-schost-1# scswitch -z -g resource-group-1 -h phys-schost-2
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phys-schost-1# scstat -g
...
Resource Group Name: resource-group-1
Status
Node Name: phys-schost-2
Status: Online

Node Name: phys-schost-1
Status: Offline

...

リソースの無効化とリソースグループの
非管理状態への移行
リソースグループは、そのリソースグループに対して管理手順を実施する前に、非管
理状態に移行する必要があります。リソースグループを非管理状態に移行する前に、
リソースグループに含まれるすべてのリソースを無効にし、リソースグループをオフ
ラインにする必要があります。

詳細は、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースを無効にしてリソースグループを非管理
状態に移行する
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� 無効にするリソースの名前
� 非管理状態に移行するリソースグループの名前

この手順に必要なリソースとリソースグループの名前を判断するには、scrgadm -pv
コマンドを使用します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースを無効にします。

この手順を、リソースグループ内のすべてのリソースに対して実行します。
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# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

3. 次のコマンドを実行し、リソースグループをオフラインに切り替えます。

# scswitch -F -g resource-group

-F リソースグループをオフラインに切り替えます。

-g resource-group オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

4. リソースグループを非管理状態にします。

# scswitch -u -g resource-group

-u 指定したリソースグループを非管理状態にします。

-g resource-group 非管理状態にするリソースグループの名前を指定します。

5. リソースが無効になり、リソースグループが非管理状態になっていることを確認し
ます。

# scrgadm -pv -g resource-group

例 –リソースの無効化とリソースグループの非管理状態へ
の移行
次に、リソース (resource-1)を無効にし、リソースグループ (resource-group-
1)を非管理状態に移行する例を示します。

# scswitch -n -j resource-1
# scswitch -F -g resource-group-1
# scswitch -u -g resource-group-1
# scrgadm -pv -g resource-group-1
Res Group name: resource-group-1
(resource-group-1) Res Group RG_description: <NULL>
(resource-group-1) Res Group management state: Unmanaged
(resource-group-1) Res Group Failback: False
(resource-group-1) Res Group Nodelist: phys-schost-1

phys-schost-2
(resource-group-1) Res Group Maximum_primaries: 2
(resource-group-1) Res Group Desired_primaries: 2
(resource-group-1) Res Group RG_dependencies: <NULL>
(resource-group-1) Res Group mode: Failover
(resource-group-1) Res Group network dependencies: True
(resource-group-1) Res Group Global_resources_used: All
(resource-group-1) Res Group Pathprefix:

(resource-group-1) Res name: resource-1
(resource-group-1:resource-1) Res R_description:
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(resource-group-1:resource-1) Res resource type: SUNW.apache
(resource-group-1:resource-1) Res resource group name: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) Res enabled: True
(resource-group-1:resource-1) Res monitor enabled: False

(resource-group-1:resource-1) Res detached: False

リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソース構成情報の表示
リソース、リソースグループ、リソースタイプで管理手順を実施する前に、この手順
を使用し、これらのオブジェクトの現在の構成設定を表示します。

詳細は、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

リソースタイプ、リソースグループ、リソース構
成情報を表示する
scrgadmコマンドは、構成状態に関する次の 3つのレベルの情報を表示します。

� --pオプションを指定した場合は、リソースタイプ、リソースグループ、リソー
スのプロパティ値に関する最小限の情報が表示されます。

� -pvオプションを指定した場合は、ほかのリソースタイプ、リソースグループ、
リソースプロパティに関する詳細が表示されます。

� -pvvオプションを指定した場合は、リソースタイプメソッド、拡張プロパティ、
すべてのリソースとリソースグループのプロパティを含む、詳細情報が表示されま
す。

また、表示したいオブジェクトの名前の後に -t (リソースタイプ)、-g (リソースグ
ループ)、および -j (リソース)オプションを指定することによって、特定のリソース
タイプ、リソースグループ、またはリソースのステータス情報を確認できます。たと
えば、次のコマンドは、リソース apache-1のみについて、特定の情報を表示するこ
とを指定します。

# scrgadm -p[v[v]] -j apache-1

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。
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リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソースプロパティの変更
リソースグループとリソースは、変更可能な標準の構成プロパティを持っています。
次の各手順では、これらのプロパティの変更方法を説明します。

リソースは、拡張プロパティも持っており、一部の拡張プロパティはデータサービス
開発者によってあらかじめ定義されているため、変更することができません。各デー
タサービスの拡張プロパティの一覧については、このマニュアルのデータサービスに
関する各章を参照してください。

リソースグループとリソースの標準の構成プロパティについては、scrgadm(1M)の
マニュアルページを参照してください。

� リソースタイププロパティを変更する
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� 変更するリソースタイプの名前

� 変更するリソースタイププロパティの名前。リソースタイプの場合、変更できるの
は 1つのプロパティのみです。つまり、このリソースタイプをインスタンス化でき
るノードのリストのみです。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. scrgadmコマンドを使用し、この手順に必要なリソースタイプの名前を判断しま
す。

# scrgadm -pv

3. リソースタイププロパティを変更します。

リソースタイプで変更できる唯一のプロパティは、Installed_node_listで
す。

# scrgadm -c -t resource-type -h installed-node-list

-c 指定したリソースタイププロパティを変更します。

-t resource-type リソースタイプの名前を指定します。
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-h installed-node-list このリソースタイプがインストールされるノードの名前を
指定します。

4. リソースタイププロパティが変更されていることを確認します。

# scrgadm -pv -t resource-type

例 –リソースタイププロパティの変更
次に、SUNW.apacheプロパティを変更し、このリソースタイプが 2つのノード
(phys-schost-1および phys-schost-2)にインストールされるように定義する例
を示します。

# scrgadm -c -t SUNW.apache -h phys-schost-1,phys-schost-2
# scrgadm -pv -t SUNW.apache
Res Type name: SUNW.apache
(SUNW.apache) Res Type description: Apache Resource Type
(SUNW.apache) Res Type base directory: /opt/SUNWscapc/bin
(SUNW.apache) Res Type single instance: False
(SUNW.apache) Res Type init nodes: All potential masters
(SUNW.apache) Res Type failover: False
(SUNW.apache) Res Type version: 1.0
(SUNW.apache) Res Type API version: 2
(SUNW.apache) Res Type installed on nodes: phys-schost1 phys-schost-2

(SUNW.apache) Res Type packages: SUNWscapc

� リソースグループプロパティを変更する
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� 変更するリソースグループの名前
� 変更するリソースグループプロパティの名前とその新しいプロパティ値

この手順では、リソースグループプロパティの変更方法について説明しています。リ
ソースグループプロパティの一覧については、付録A を参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースグループプロパティを変更します。

# scrgadm -c -g resource-group -y property=new_value

-c 指定したプロパティを変更します。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。
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-y property 変更するプロパティの名前を指定します。

3. リソースグループプロパティが変更されていることを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

例 –リソースグループプロパティの変更
次に、リソースグループ (resource-group-1)の Failbackプロパティを変更する
例を示します。

# scrgadm -c -g resource-group-1 -y Failback=True

# scrgadm -pv -g resource-group-1

� リソースプロパティを変更する
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� 変更するプロパティを持つリソースの名前
� 変更するプロパティの名前

この手順は、リソースプロパティの変更方法について説明しています。リソースグ
ループプロパティの一覧については、付録A を参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. scrgadm -pvv コマンドを実行し、現在のリソースプロパティ設定を表示しま
す。

# scrgadm -pvv -j resource

3. リソースプロパティを変更します。

# scrgadm -c -j resource -y property=new_value | -x extension_property=new_value

-c 指定したプロパティを変更します。

-j resource リソースの名前を指定します。

-y property =new_value 変更する標準プロパティの名前を指定しま
す。

-x extension_property =new_value 変更する拡張プロパティの名前を指定しま
す。Sunが提供するデータサービスについて
は、データサービスのインストールと構成に
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関する各章で説明されている拡張プロパ
ティを参照してください。

4. リソースプロパティが変更されていることを確認します。

# scrgadm pvv -j resource

例 –標準リソースプロパティの変更
次に、リソース (resource-1)のシステム定義プロパティ (Start_timeout)の変更
例を示します。

# scrgadm -c -j resource-1 -y start_timeout=30

# scrgadm -pvv -j resource-1

例 –拡張リソースプロパティの変更
次に、リソース (resource-1)の拡張プロパティ (Log_level)の変更例を示しま
す。

# scrgadm -c -j resource-1 -x Log_level=3

# scrgadm -pvv -j resource-1

リソースの STOP_FAILEDエラーフラグ
の消去
Failover_modeリソースプロパティが NONEまたは SOFTに設定されているとき
に、リソースの STOPに失敗した場合は、個々のリソースは STOP_FAILED状態にな
り、リソースグループは ERROR_STOP_FAILED状態になります。この状態のリソー
スグループは、ノード上でオンラインにできません。また、リソースの作成や削除、
リソースグループやリソースプロパティの変更などの編集操作を行うこともできませ
ん。

� リソースの STOP_FAILEDエラーフラグを消去す
る
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースが STOP_FAILEDであるノードの名前
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� STOP_FAILED状態になっているリソースとリソースグループの名前

詳細は、scswitch(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. STOP_FAILED状態のリソースと、どのノードでこの状態なのかを確認します。

# scstat -g

3. STOP_FAILED状態になっているノード上で、リソースとそのモニターを手作業で
停止します。

この手順では、プロセスを強制終了するか、リソースタイプ固有のコマンドまたは
別のコマンドを実行する必要があります。

4. リソースを手作業で停止したすべてのノード上で、これらのリソースの状態を手作
業で OFFLINEに設定します。

# scswitch -c -h nodelist -j resource -f STOP_FAILED

-c フラグを消去します。

-h nodelist リソースが実行されていたノード名を指定します。

-j resource オフラインにするリソースの名前を指定します。

-f STOP_FAILED フラグ名を指定します。

5. 手順 4で STOP_FAILEDフラグを消去したノード上で、リソースグループの状態
を調べます。

リソースグループの状態は、OFFLINEまたは ONLINEになっています。

# scstat -g

コマンド scstat -gは、リソースグループの状態が ERROR_STOP_FAILEDのま
まかを示します。リソースグループがまだ ERROR_STOP_FAILED状態の場合は、
scswitchコマンドを実行し、該当するノード上でリソースグループをオフライン
に切り替えます。

# scswitch -F -g resource-group

-F グループをマスターできるすべてのノード上でリソースグ
ループをオフラインにします。

-g resource-group オフラインに切り替えるリソースグループの名前を指定しま
す。

この状況は STOPメソッドに失敗し、停止に失敗したリソースがリソースグループ
内のほかのノードの依存性を持っているときに、リソースグループをオフラインに
切り替えた場合に発生します。これ以外の状況では、手順 4のコマンドをすべての
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STOP_FAILEDリソースで実行することによって、リソースグループは自動的に
ONLINEまたは OFFLINE状態に戻ります。

これで、リソースグループを ONLINE状態に切り替えることができます。

登録済みのリソースタイプの再登録
あらかじめ登録されているリソースタイプには、SUNW.LogicalHostnameと
SUNW.SharedAddressがあります。すべての論理ホスト名と共有アドレスリソース
がこれらのリソースタイプを使用します。これら 2つのリソースタイプは、誤って削
除した場合を除き、登録する必要はありません。誤ってリソースタイプを削除した場
合は、次の手順を使用して再登録してください。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� 登録済みのリソースタイプを再登録する
� リソースタイプを再登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.resource-type

-a リソースタイプを追加します。

-t SUNW.resource-type 追加する (再登録する)リソースタイプを指定します。
リソースタイプは、SUNW.LogicalHostnameまたは
SUNW.SharedAddressのいずれかになります。

例 –登録済みのリソースタイプの再登録
次に、LogicalHostnameリソースタイプを再登録する例を示します。

# scrgadm -a -t SUNW.LogicalHostname
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リソースグループへのノードの追加と削
除
この節の手順では、次の作業を行います。

� リソースグループの追加のマスターとなるクラスタノードを構成する
� リソースグループからノードを削除する

ノードの追加や削除をフェイルオーバーリソースグループに対して行うのか、スケー
ラブルリソースグループに対して行うのかによって、手順は異なります。

フェイルオーバーリソースグループは、フェイルオーバーとスケーラブルの両方の
サービスによって使用されるネットワークリソースを含みます。クラスタに接続され
る各 IPサブネットワークは、指定された独自のネットワークリソースを持ち、フェイ
ルオーバーリソースグループに含まれます。このネットワークリソースは、論理ホス
ト名または共有アドレスリソースのいずれかになります。各ネットワークリソース
は、それが使用する IPネットワークマルチパスグループのリストを含んでいます。
フェイルオーバーリソースグループの場合は、リソースグループ (netiflistリソー
スプロパティ)に含まれる各ネットワークリソースに対し、IPネットワークマルチパ
スグループの完全なリストを更新する必要があります。

スケーラブルリソースグループの場合は、スケーラブルグループをホストの新しい
セット上でマスターされるように変更するほかに、スケーラブルリソースによって使
用されるネットワークリソースを含むフェイルオーバーグループのための手順も実行
する必要があります。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –任意のクラスタノードから、以下に説明する手順のいずれかを実行します。

リソースグループにノードを追加する
この作業は次のセクションに分かれています。

� 66ページの「スケーラブルリソースグループにノードを追加する」
� 66ページの「フェイルオーバーリソースグループにノードを追加する」

この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� すべてのクラスタノードの名前とノード ID

� ノードが追加されるリソースグループの名前
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� すべてのノード上のリソースグループによって使用されるネットワークリソースを
ホストする IPネットワークマルチパスグループの名前

さらに、新しいノードがすでにクラスタメンバーになっていることも確認してくださ
い。

� スケーラブルリソースグループにノードを追加する
1. リソースグループ内のスケーラブルリソースが使用する各ネットワークリソースご
とに、そのネットワークリソースが配置されているリソースグループが新しいノー
ドで実行されるようにします。

詳細は、以下の作業の手順 1から手順 4を参照してください。

2. スケーラブルリソースグループをマスターできるノードのリスト (nodelistリ
ソースグループプロパティ)に新しいノードを追加します。

この手順は、nodelistの値を上書きするため、リソースグループをマスターで
きるすべてのノードをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -g resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g resource-group ノードが追加されるリソースグループの名前を指定します。

-h nodelist リソースグループをマスターできるノードをコンマで区
切って指定します。

3. (省略可能)スケーラブルリソースの Load_balancing_weightsプロパティを更
新し、リソースグループに追加するノードにウエイトを割り当てます。

ウエイトを割り当てない場合は、デフォルトで 1になります。詳細は、scrgadm
(1M)のマニュアルページを参照してください。

� フェイルオーバーリソースグループにノードを追加する
1. 現在のノードリスト、およびリソースグループ内の各リソース用に構成された IP
ネットワークマルチパスグループの現在のリストを表示します。

# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i nodelist

# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i netiflist

注 – nodelistと netiflistのコマンド行出力では、ノード名でノードが識別さ
れます。ノード ID を識別するには、コマンド scconf -pv | grep -i node_id
を実行してください。
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2. ノードの追加によって影響を受けるネットワークリソースの netiflistを更新し
ます。

この手順は、netiflistの値を上書きするため、すべての IPネットワークマルチパス
グループをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -j network-resource -x netiflist=netiflist

-c ネットワークリソースを変更します。

-j network-resource netiflistエントリ上でホストされているネットワーク
リソースの名前 (論理ホスト名または共有アドレス)
を指定します。

-x netiflist =netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループを
コンマで区切って指定します。netiflist内の各要素
は、netif@nodeという形式でなければなりませ
ん。netifは、IPネットワークマルチパスグループ
名 (sc_ipmp0など)で指定できます。ノードは、
ノード名またはノード ID (sc_ipmp0@1、
sc_ipmp@phys-schost-1など)で識別できます。

3. このリソースグループをマスターできるすべてのノードを含めるように、ノードリ
ストを更新します。

この手順は、nodelistの値を上書きするため、リソースグループをマスターで
きるすべてのノードをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -g resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g resource-group ノードが追加されるリソースグループの名前を指定します。

-h nodelist リソースグループをマスターできるノードをコンマで区
切って指定します。

4. 更新された情報を確認します。

# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i nodelist
# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i netiflist

例 –リソースグループへのノードの追加
次に、リソースグループ (resource-group-1)にノード (phys-schost-2)を追加
する例を示します。このリソースグループは、論理ホスト名リソース (schost-2)を
含んでいます。

# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) Res Group Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-3
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-2) Res property name: NetIfList
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) Res property class: extension
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) List of IP ネットワークマルチパス
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interfaces on each node
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) Res property type: stringarray
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) Res property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@3

(ノード 1と 3だけが IPネットワークマルチパスグループを割り当てられています。
ノード 2に IPネットワークマルチパスグループを割り当てる必要があります。)

# scrgadm -c -j schost-2 -x netiflist=sc_ipmp0@1,sc_ipmp0@2,sc_ipmp0@3
# scrgadm -c -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2,phys-schost-3
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) Res Group Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-2

phys-schost-3
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) Res property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@2

sc_ipmp0@3

リソースグループからノードを削除する
この作業は次のセクションに分かれています。

� 69ページの「スケーラブルリソースグループからノードを削除する」
� 70ページの「フェイルオーバーリソースグループからノードを削除する」
� 71ページの「共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリソースグループか
らノードを削除する」

� 72ページの「例 –リソースグループからのノードの削除」

これらの手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� すべてのクラスタノードの名前とノード ID

# scconf -pv | grep “Node ID”

� ノードが削除されるリソースグループまたはグループの名前

# scrgadm -pv | grep “Res Group Nodelist”

� すべてのノード上のリソースグループによって使用されるネットワークリソースを
ホストする IPネットワークマルチパスグループの名前

# scrgadm -pvv | grep “NetIfList.*value”

さらに、削除するノード上でリソースグループがマスターされていないことを確認し
てください。削除するノード上でマスターされている場合は、scswitchコマンドを
実行し、そのノードでリソースグループをオフラインに切り替えてください。次の
scswitchコマンドは、指定されたノードからリソースグループをオフラインにしま
す。この場合、new-mastersにこのノードが含まれていてはなりません。

# scswitch -z -g resource-group -h new-masters

-g resource-group オフラインに切り替えるリソースグループ (削除するノードでマ
スターされている)の名前を指定します。
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-h new-masters このリソースグループを現在マスターできるノードを指定しま
す。

詳細は、scswitch(1M)のマニュアルページを参照してください。

注意 –すべてのリソースグループからノードを削除する場合で、スケーラブルサービ
ス構成を使用するときは、最初にスケーラブルリソースグループからそのノードを削
除してください。続いて、フェイルオーバーグループからそのノードを削除してくだ
さい。

� スケーラブルリソースグループからノードを削除する
スケーラブルサービスは、次に示すように 2つのリソースグループとして構成されま
す。

� 1つは、スケーラブルサービスリソースを含むスケーラブルグループです。

� もう 1つは、スケーラブルサービスリソースが使用する共有アドレスリソースを含
むフェイルオーバーグループです。

スケーラブルリソースグループの RG_dependenciesプロパティは、フェイルオー
バーリソースグループへの依存性を使用してスケーラブルグループを構成するように
設定されます。このプロパティの詳細は、付録A を参照してください。

スケーラブルサービス構成の詳細は、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してくださ
い。

スケーラブルリソースグループからノードを削除すると、そのスケーラブルサービス
はそのノード上でオンラインにすることができなくなります。スケーラブルリソース
グループからノードを削除するには、以下の作業を行なってください。

1. スケーラブルリソースグループをマスターできるノードのリスト (nodelistリ
ソースグループプロパティ)からノードを削除します。

# scrgadm -c -g scalable-resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g scalable-resource-group ノードが削除されるリソースグループの名前を指定
します。

-h nodelist このリソースグループをマスターできるノードをコ
ンマで区切って指定します。

2. (省略可能)共有アドレスリソースが入ったフェイルオーバーリソースグループから
ノードを削除します。

詳細は、71ページの「共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリソースグ
ループからノードを削除する」を参照してください。
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3. (省略可能)スケーラブルリソースの Load_balancing_weightsプロパティを更
新し、リソースグループから削除するノードのウエイトを削除します。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

� フェイルオーバーリソースグループからノードを削除する
フェイルオーバーリソースグループからノードを削除するには、以下の作業を行
なってください。

注意 –すべてのリソースグループからノードを削除する場合で、スケーラブルサービ
ス構成を使用するときは、最初にスケーラブルリソースグループからそのノードを削
除してください。続いて、この方法を使用してフェイルオーバーグループからノード
を削除してください。

注 –フェイルオーバーリソースグループにスケーラブルサービスが使用する共有アド
レスリソースが含まれる場合は、71ページの「共有アドレスリソースを含むフェイ
ルオーバーリソースグループからノードを削除する」を参照してください。

1. このリソースグループをマスターできるすべてのノードを含めるように、ノードリ
ストを更新します。

この手順はノードを削除してノードリストの値を上書きするため、リソースグルー
プをマスターできるすべてのノードをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -g failover-resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g failover-resource-group ノードが削除されるリソースグループの名前を指定
します。

-h nodelist このリソースグループをマスターできるノードをコ
ンマで区切って指定します。

2. リソースグループ内の各リソース用に構成した IPネットワークマルチパスグルー
プの現在のリストを表示します。

# scrgadm -pvv -g failover-resource-group | grep -i netiflist

3. ノードの削除によって影響を受けるネットワークリソースの netiflistを更新し
ます。

この手順は netiflistの値を上書きするため、すべての IPネットワークマルチ
パスグループをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -j network-resource -x netiflist=netiflist
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注 –上記コマンド行の出力は、ノード名によってノードを識別します。ノード ID
を識別するには、コマンド scconf -pv | grep “ノード ID” を実行してくださ
い。

-c ネットワークリソースを変更します。

-j network-resource netiflistエントリ上でホストされているネット
ワークリソースの名前を指定します。

-x netiflist =netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループを
コンマで区切って指定します。netiflist内の各要素
は、netif@nodeという形式でなければなりませ
ん。netifは、IPネットワークマルチパスグループ
名 (sc_ipmp0など)で指定できます。ノードは、
ノード名またはノード ID (sc_ipmp0@1、
sc_ipmp@phys-schost-1など)で識別できます。

注 – Sun Clusterでは、現在、netifにアダプタ名を使用することはできません。

4. 更新された情報を確認します。

# scrgadm -pvv -g failover-resource-group | grep -i nodelist
# scrgadm -pvv -g failover-resource-group | grep -i netiflist

� 共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリソースグ
ループからノードを削除する
スケーラブルサービスが使用する共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリ
ソースグループでは、ノードは次の場所に現れます。

� フェイルオーバーリソースグループのノードリスト
� 共有アドレスリソースの auxnodelist

フェイルオーバーリソースグループのノードリストからノードを削除するには、
70ページの「フェイルオーバーリソースグループからノードを削除する」に示されて
いる作業を行なってください。

共有アドレスリソースの auxnodelistを変更するには、共有アドレスリソースを削
除して作成し直す必要があります。
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フェイルオーバーグループのノードリストからノードを削除すると、そのノード上の
共有アドレスリソースを継続して使用し、スケーラブルサービスを提供できます。こ
のためには、共有アドレスリソースの auxnodelistにそのノードを追加する必要が
あります。auxnodelistにノードを追加するには、以下の作業を行なってくださ
い。

注 –以下の作業は、共有アドレスリソースの auxnodelistからノードを削除するた
めにも使用できます。auxnodelistからノードを削除するには、共有アドレスリ
ソースを削除して作成し直す必要があります。

1. スケーラブルサービスリソースをオフラインに切り替えます。

2. フェイルオーバーリソースグループから共有アドレスリソースを削除します。

3. 共有アドレスリソースを作成します。

フェイルオーバーリソースグループから削除したノードのノード IDまたはノード
名を auxnodelistに追加します。

# scrgadm -a -S -g failover-resource-group\
-l shared-address -X new-auxnodelist

failover-resource-group 共有アドレスリソースを含めるために使用されたフェイ
ルオーバーリソースグループの名前。

shared-address 共有アドレスの名前。

new-auxnodelist 妥当なノードの追加または削除によって変更された新し
い auxnodelist。

例 –リソースグループからのノードの削除
次に、リソースグループ (resource-group-1)からノード (phys-schost-3)を削
除する例を示します。このリソースグループは、論理ホスト名リソース (schost-1)
を含んでいます。

# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) Res Group Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-2

phys-schost-3
# scrgadm -c -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-1) Res property name: NetIfList
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) Res property class: extension
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) List of IP ネットワークマルチパス
interfaces on each node
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) Res property type: stringarray
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) Res property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@2

sc_ipmp0@3
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(sc_ipmp0@3は削除するIPネットワークマルチパスグループ)

# scrgadm -c -j schost-1 -x netiflist=sc_ipmp0@1,sc_ipmp0@2
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) Res Group Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-2
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist

(resource-group-1:schost-1:NetIfList) Res property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@2

リソースグループとディスクデバイスグ
ループ間での起動の同期
クラスタが起動した後、あるいは、サービスが別のノードにフェイルオーバーした
後、グローバルデバイスとクラスタファイルシステムが利用できるようになるまでに
は、しばらく時間がかかることがあります。ただし、データサービスは、データサー
ビスが依存する広域デバイスとクラスタファイルシステムがオンラインになる前に、
STARTメソッドを実行できます。この例では、STARTメソッドがタイムアウトする
ため、データサービスが使用するリソースグループの状態をリセットし、データサー
ビスを手動で再起動する必要があります。リソースタイプ HAStorageと
HAStoragePlusは、広域デバイスとクラスタファイルシステムを監視し、同じリ
ソースグループ内のほかのリソースが利用可能になるまでそれらの STARTメソッド
を待機させます(どのリソースタイプを作成するか決定するには 16ページ
の「HAStorageまたは HAStoragePlusの選択」を参照)。追加の管理作業を避け
るには、データサービスリソースが広域デバイスまたはクラスタファイルシステムに
依存しているすべてのリソースグループについて HAStorageまたは
HAStoragePlusを設定します。

HAStorageリソースタイプの作成については、73ページの「新しいリソース用に
HAStorageリソースタイプを設定する」を参照してください。

HAStoragePlusリソースタイプの作成については、80ページ
の「HAStoragePlusリソースタイプを設定する」を参照してください。

� 新しいリソース用に HAStorageリソースタイプ
を設定する
HAStorageは、今後の Sun Clusterでサポートされなくなる可能性があります。同等
の機能が HAStoragePlusでサポートされています。HAStorageから HAStoragePlus
へアップグレードするには、76ページの「HAStorageから HAStoragePlusへの
アップグレード」を参照してください。
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次の例では、リソースグループ resource-group-1は、次の 3つのデータサービス
を含んでいます。

� Sun ONE Web Server (/global/resource-group-1に依存する)
� Oracle (/dev/global/dsk/d5s2に依存する)
� NFS (dsk/d6に依存する)

新しいリソースに対し、HAStorageリソースの hastorage-1を resource-
group-1に作成するには、73ページの「リソースグループとディスクデバイスグ
ループ間での起動の同期」を読み、その後次の手順を実行します。

HAStoragePlusリソースタイプを作成するには、79ページの「高可用性ローカル
ファイルシステムの有効化」を参照してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースグループ resource-group-1を作成します。

# scrgadm -a -g resource-group-1

3. リソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、登録されているリソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p | egrep Type

4. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStorage

5. HAStorage リソースである hastorage-1 を作成し、サービスパスを定義しま
す。

# scrgadm -a -j hastorage-1 -g resource-group-1 -t SUNW.HAStorage \
-x ServicePaths=/global/resource-group-1,/dev/global/dsk/d5s2,dsk/d6

ServicePathsには、次の値を含むことができます。

� 広域デバイスグループ名 (例:nfs-dg)
� 広域デバイスのパス (例:/dev/global/dsk/d5s2または dev/d6)
� クラスタファイルシステムのマウントポイント (例:/global/nfs)

注 – ServicePathsにクラスタファイルシステムパスが含まれる場合、広域デバ
イスグループはそれらに対応するリソースグループと共に使用されない場合があり
ます。

6. hastorage-1リソースを有効にします。

# scswitch -e -j hastorage-1

7. リソース Sun ONE Web Server、Oracle、NFSを resource-group-1に追加
し、これらの依存性を hastorage-1に設定します。
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たとえば、Sun ONE Web Serverの場合、次のコマンドを実行します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_list=/global/iws/schost-1 -y Scalable=False \
-y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=80/tcp \
-y Resource_dependencies=hastorage-1

8. リソースの依存性を正しく構成したかを確認します。

# scrgadm -pvv -j resource | egrep strong

9. resource-group-1を管理状態に設定し、オンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group-1

HAStorageリソースタイプは、別の拡張プロパティ (AffinityOn)を含みます。こ
の拡張プロパティは、HAStorageが ServicePathsで定義されている広域デバイス
およびクラスタファイルシステムの類似性スイッチオーバーを実行する必要があるか
どうかを指定するブール値です。詳細は、SUNW.HAStorage(5)のマニュアルページ
を参照してください。

注 –リソースグループがスケーラブルの場合、HAStorageと HAStoragePlusは
AffinityOnが TRUEに設定されることを許可しません。スケーラブルリソースグ
ループについては、HAStorageと HAStoragePlusは AffinityOn値をチェック
し、この値を内部的に FALSEに設定し直します。

� 既存のリソース用に HAStorageリソースタイプ
を設定する
HAStorageは、今後の Sun Clusterでサポートされなくなる可能性があります。同等
の機能が HAStoragePlusでサポートされています。HAStorageから HAStoragePlus
へアップグレードするには、76ページの「HAStorageから HAStoragePlusへの
アップグレード」を参照してください。

既存のリソースのために HAStorageリソースを作成するには、73ページの「リソー
スグループとディスクデバイスグループ間での起動の同期」を読み、その後以下の作
業を行なってください。

1. リソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、登録されているリソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p | egrep Type

2. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStorage
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3. HAStorage リソースである hastorage-1 を作成します。

# scrgadm -a -g resource-group -j hastorage-1 -t SUNW.HAStorage \
-x ServicePaths= ... -x AffinityOn=True

4. hastorage-1リソースを有効にします。

# scswitch -e -j hastorage-1

5. 必要に応じて既存の各リソースについて依存性を設定します。

# scrgadm -c -j resource -y Resource_Dependencies=hastorage-1

6. リソースの依存性を正しく構成したかを確認します。

# scrgadm -pvv -j resource | egrep strong

HAStorageから HAStoragePlusへの
アップグレード
HAStorageは、今後の Sun Clusterでサポートされなくなる可能性があります。同等
の機能が HAStoragePlusでサポートされています。HAStorageから HAStorageへ
アップグレードする方法については、以下の節を参照してください。

デバイスグループまたは CFSを使用している場合
に HAStorageから HAStoragePlusへアップグレー
ドする
HAStorageは、今後の Sun Clusterでサポートされなくなる可能性があります。同等
の機能が HAStoragePlusでサポートされています。デバイスグループまたは CFSを
使用している場合に HAStorageから HAStoragePlusにアップグレードするには、以
下の作業を行なってください。

この例では、HAStorageで単純な HA-NFSリソースが有効になっています。
ServicePathsはディスクグループ nfsdgで、AffinityOnプロパティは TRUEです。
さらに、この HA-NFSリソースは Resource_Dependenciesを HAStorageリソー
スに設定しています。

1. HAStorageに対するアプリケーションリソースの依存性を除去します。

# scrgadm -c -j nfsserver-rs -y Resource_Dependencies=""

2. HAStorageリソースを無効にします。
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# scswitch -n -j nfs1storage-rs

3. アプリケーションリソースグループから HAStorageリソースを削除します。

# scrgadm -r -j nfs1storage-rs

4. HAStorageリソースタイプの登録を解除します。

# scrgadm -r -t SUNW.HAStorage

5. HAStoragePlusリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

6. HAStoragePlusリソースを作成します。

ファイルシステムのマウントポイントを指定するには、次のテキストを入力してく
ださい。

# scrgadm -a -j nfs1-hastp-rs -g nfs1-rg -t \
SUNW.HAStoragePlus -x FilesystemMountPoints=/global/nfsdata -x \

AffinityOn=True

広域デバイスパスを指定するには、次のテキストを入力してください。

# scrgadm -a -j nfs1-hastp-rs -g nfs1-rg -t \

SUNW.HAStoragePlus -x GlobalDevicePaths=nfsdg -x AffinityOn=True

注 – HAStorageの ServicePathsプロパティではなく、HAStoragePlusの
GlobalDevicePathsまたは FilesystemMountPointsプロパティを使用する必要があ
ります。FilesystemMountPoints拡張プロパティは、/etc/vfstabで指定された
シーケンスと一致する必要があります。

7. HAStoragePlusリソースを有効にします。

# scswitch -e -j nfs1-hastp-rs

8. アプリケーションサーバーとHAStoragePlusとの間の依存性を設定します。

# scrgadm -c -j nfsserver-rs -y \

Resource_Depencencies=nfs1=hastp-rs
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CFSによる HAStorageからフェイルオーバー
ファイルシステムによる HAStoragePlusへアップ
グレードする
HAStorageは、今後の Sun Clusterでサポートされなくなる可能性があります。同等
の機能が HAStoragePlusでサポートされています。CFSによる HAStorageから
Failover Filesystem (FFS)による HAStoragePlusにアップグレードするには、以下の
作業を行なってください。

この例では、HAStorageで単純な HA-NFSリソースが有効になっています。
ServicePathsはディスクグループ nfsdgで、AffinityOnプロパティは TRUEです。
さらに、この HA-NFSリソースは Resource_Dependenciesを HAStorageリソー
スに設定しています。

1. HAStorageリソースに対するアプリケーションリソースの依存性を除去します。

# scrgadm -c -j nfsserver-rs -y Resource_Dependencies=""’

2. HAStorageリソースを無効にします。

# scswitch -n -j nfs1storage-rs

3. アプリケーションリソースグループから HAStorageリソースを削除します。

# scrgadm -r -j nfs1storage-rs

4. HAStorageリソースタイプの登録を解除します。

# scrgadm -r -t SUNW.HAStorage

5. /etc/vfstabを変更して広域フラグを削除し、「mount at boot」を「no」に変
更します。

6. HAStoragePlusリソースを作成します。

ファイルシステムのマウントポイントを指定するには、次のテキストを入力してく
ださい。

# scrgadm -a -j nfs1-hastp-rs -g nfs1-rg -t \
SUNW.HAStoragePlus -x FilesystemMountPoints=/global/nfsdata -x \

AffinityOn=True

広域デバイスパスを指定するには、次のテキストを入力してください。

# scrgadm -a -j nfs1-hastp-rs -g nfs1-rg -t \

SUNW.HAStoragePlus -x GlobalDevicePaths=nfsdg -x AffinityOn=True
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注 – HAStorageの ServicePathsプロパティではなく、HAStoragePlusの
GlobalDevicePathsまたは FilesystemMountPointsプロパティを使用する必要があ
ります。FilesystemMountPoints拡張プロパティは、/etc/vfstabで指定された
シーケンスと一致する必要があります。

7. HAStoragePlusリソースを有効にします。

# scswitch -e -j nfs1-hastp-rs

8. アプリケーションサーバーとHAStoragePlusとの間の依存性を設定します。

# scrgadm -c -j nfsserver-rs -y \

Resource_Depencencies=nfs1=hastp-rs

高可用性ローカルファイルシステムの有
効化
HAStoragePlusリソースタイプを使用すると、ローカルファイルシステムを Sun
Cluster環境内で高可用性にすることができます。このためには、ローカルファイルシ
ステムのパーティションが広域ディスクグループに存在し、アフィニティスイッチ
オーバーが有効であり、Sun Cluster環境がフェイルオーバー用に構成されている必要
があります。これによって、多重ホストディスクに直接接続された任意のホストか
ら、多重ホストディスク上の任意のファイルシステムにアクセスできるようになりま
す。(HAStoragePlusを使用して rootファイルシステムの高可用性を実現することは
できません)。フェイルバックの設定は、リソースグループとデバイスグループで同一
にする必要があります。

入出力の多いデータサービスの中には、HAローカルファイルシステムの使用が強く
望まれるものがあります。このため、このようなデータサービスの登録作業と構成作
業には、HAStoragePlusリソースタイプを構成する方法が追加されています。これ
らのデータサービスの HAStoragePlusリソースタイプを設定する手順については、
以下の節を参照してください。

� 『Sun Cluster 3.1 Data Service for Oracleガイド』の「 Sun Cluster HA for Oracleの
登録と構成」

� 『Sun Cluster 3.1 Data Service for Sybase ASEガイド』の「Sun Cluster HA for
Sybase ASEの登録と構成」

ほかのデータサービスの HAStoragePlusリソースタイプを設定する方法について
は、80ページの「HAStoragePlusリソースタイプを設定する」を参照してくださ
い。
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� HAStoragePlusリソースタイプを設定する
HAStoragePlusリソースタイプは、Sun Cluster 3.0 5/02で導入されました。この新
しいリソースタイプには HAStorageと同じ機能があり、リソースグループとディス
クデバイスグループとの間で起動の同期をとります。HAStoragePlusリソースタイ
プには、ローカルファイルシステムを高可用性にするための機能が追加されていま
す。(ローカルファイルシステムを高可用性にするための説明については、79ページ
の「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参照)。これらの機能を両方とも
使用するには、HAStoragePlusリソースタイプを設定します。

HAStoragePlusを設定するには、ローカルファイルシステムのパーティションが広
域ディスクグループに存在し、アフィニティスイッチオーバーが有効であり、かつ
Sun Cluster環境がフェイルオーバー用に構成されている必要があります。

次の例では、簡単な NFSサービスを使用して、ローカルにマウントされたディレクト
リ /global/local-fs/nfs/export/からホームディレクトリのデータを共有しま
す。この例では、次の条件を前提にしています。

� マウントポイント /global/local-fs/nfsは、UFSローカルファイルシステム
を Sun Cluster広域デバイスのパーティションにマウントするために使用されま
す。

� /global/local-fs/nfs ファイルシステムの /etc/vfstab エントリには、こ
のファイルシステムがローカルファイルシステムで、マウントブートフラグ
が「no」であるよう指定されている必要があります。

� PathPrefixディレクトリ (HA-NFSが管理情報と状態情報を保守するために使用す
るディレクトリ)は、マウントするファイルシステムのルートディレクトリ (たと
えば、/global/local-fs/nfs)上に存在します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、登録されているリソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p | egrep Type

3. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.nfs

4. フェイルオーバーリソースグループ nfs-rを作成します。

# scrgadm -a -g nfs-rg -y PathPrefix=/global/local-fs/nfs

5. タイプ SUNW.LogicalHostnameの論理ホストリソースを作成します。

# scrgadm -a -j nfs-lh-rs -g nfs-rg -L -l log-nfs

6. クラスタに HAStoragePlusリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus
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7. タイプ HAStoragePlusのリソース nfs-hastp-rsを作成します。

# scrgadm -a -j nfs-hastp-rs -g nfs-rg -t SUNW.HAStoragePlus\
-x FilesystemMountPoints=/global/local-fs/nfs \
-x AffinityOn=TRUE

注 – FilesystemMountPoints拡張プロパティは、1つ以上のファイルシステムマウ
ントポイントをリストの形式で指定するために使用できます。このリストには、
ローカルファイルシステムマウントポイントと広域ファイルシステムマウントポイ
ントの両方を含めることができます。ブートフラグでのマウントは、広域ファイル
システムの HAStoragePlusによって無視されます。

8. リソースグループ nfs-rgをクラスタノード上でオンラインにします。

このノードは、/global/local-fs/nfsファイルシステムの実際の広域デバイ
スのパーティション用の主ノードになります。次に、ファイルシステム
/global/local-fs/nfsは当該ノード上にローカルにマウントされます。

# scswitch -Z -g nfs-rg

9. SUNW.nfsリソースタイプをクラスタに登録します。タイプ SUNW.nfsのリソー
ス nfs-rsを作成して、リソース nfs-hastp-rsへのリソース依存関係を指定しま
す。

dfstab.nfs-rs が /global/local-fs/nfs/SUNW.nfs に作成されます。

# scrgadm -a -t SUNW.nfs
# scrgadm -a -g nfs-rg -j nfs-rs -t SUNW.nfs \
-y Resource_dependencies=nfs-hastp-rs

注 – nfsリソースに依存関係を設定するには、nfs-hastp-rsリソースがオンラ
インである必要があります。

10.リソース nfs-rsをオンラインにします。

# scswitch -Z -g nfs-rg

注意 –切り替えは、必ずリソースグループレベルで行なってください。デバイスグ
ループレベルで切り替えを行うと、リソースグループが混乱し、フェイルオーバーが
発生します。

これで、サービスを新しいノードに移行するときには常に、/global/local-
fs/nfs用のプライマリ入出力パスはオンラインになり、NFSサーバーに配置されま
す。ファイルシステム /global/local-fs/nfsは NFSサーバーが起動する前に
ローカルにマウントされます。
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重要ではないリソースグループをオフ
ロードすることによるノードリソースの
解放
Prioritized Service Management (RGOffload)を使用すると、重要なデータサービス用
にノードのリソースを自動的に解放できます。RGOffloadは、重要なフェイルオー
バーデータサービスを起動するために、重要でないスケーラブルデータサービスまた
はフェイルオーバーデータサービスをオフラインにする必要があるときに使用しま
す。RGOffloadは、重要でないデータサービスを含むリソースグループをオフロード
するときに使用します。

注 –重要なデータサービスはフェイルオーバー可能でなければなりません。オフロー
ドするデータサービスは、フェイルオーバーデータサービスでもスケーラブルデータ
サービスでもかまいません。

� RGOffloadリソースを設定する
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. RGOffloadリソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、リソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p|egrep SUNW.RGOffload

3. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.RGOffload

4. RGOffloadリソースでオフロードするリソースグループごとに、
Desired_primariesをゼロに設定します。

# scrgadm -c -g offload-rg -y Desired_primaries=0

5. RGOffloadリソースを重要なフェイルオーバーリソースグループに追加して、拡
張プロパティを設定します。

リソースグループを複数のリソースの rg_to_offloadリストに追加してはいけ
ません。リソースグループを複数の rg_to_offloadリストに追加すると、リ
ソースグループはオフラインになったあとにオンラインになるという動作を繰り返
すことになります。

拡張プロパティについては、84ページの「RGOffload拡張プロパティを構成す
る」を参照してください。
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# scrgadm -aj rgoffload-resource\
-t SUNW.RGOffload -g critical-rg \
-x rg_to_offload=offload-rg-1, offload-rg-2, ...\
-x continue_to_offload=TRUE \

-x max_offload_retry=15

注 –この場合、rg_to_offload以外の拡張プロパティはデフォルト値で表示され
ます。rg_to_offloadは、お互いに依存しないリソースグループをコンマで区
切ったリストです。このリストには、RGOffloadリソースを追加するリソースグ
ループを含めることはできません。

6. RGOffloadリソースを有効にします。

# scswitch -ej rgoffload-resource

7. 重要なフェイルオーバーリソースから RGOffloadへの依存関係を設定します。

# scrgadm -c -j critical-resource \

-y Resource_dependencies=rgoffload-resource

Resource_dependencies_weakも使用できます。
Resource_dependencies_weakを RGOffloadリソースタイプに使用すると、
offload-rgのオフロード中にエラーが発生しても、重要なフェイルオーバーリソース
を起動できます。

8. オフロードするリソースグループを、オンラインにします。

# scswitch -z -g offload-rg, offload-rg-2, ... -h [nodelist]

リソースグループは、重要なリソースグループがオフラインであるすべてのノード
上でオンラインのままになります。障害モニターは、重要なリソースグループがオ
ンラインであるノード上でリソースグループが動作しないようにします。

オフロードするリソースグループの Desired_primariesはゼロに設定されてい
るので (手順 4を参照)、“-Z”オプションを指定しても、このようなリソースグルー
プはオンラインになりません。

9. 重要なフェイルオーバーリソースグループがオンラインでない場合、オンラインに
します。

# scswitch -Z -g critical-rg

例 – RGOffloadリソースを構成する
この例では、RGOffloadリソース (rgofl)、RGOffloadリソースを含む重要なリソー
スグループ (oracle_rg)、および重要なリソースグループがオンラインになったときに
オフロードされるスケーラブルリソースグループ (IWS-SC, IWS-SC-2)を構成する方
法について説明します。この例では、重要なリソースは oracle-server-rsです。
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この例では、oracle_rg、IWS-SC、および IWS-SC-2はクラスタ "triped"の任意の
ノード、つまり、phys-triped-1、phys-triped-2、phys-triped-3上でマスターできま
す。

[SUNW.RGOffloadリソースタイプが登録されているかを確認する]
# scrgadm -p|egrep SUNW.RGOffload

[必要に応じ、リソースタイプを登録する]
# scrgadm -a -t SUNW.RGOffload

[RGOffloadリソースによってオフロードされるリソースグループごとに Desired_primariesをゼロに設定する]
# scrgadm -c -g IWS-SC-2 -y Desired_primaries=0
# scrgadm -c -g IWS-SC -y Desired_primaries=0

[重要なリソースグループに RGOffloadリソースを追加し、拡張プロパティを設定する]
# scrgadm -aj rgofl -t SUNW.RGOffload -g oracle_rg \
-x rg_to_offload=IWS-SC,IWS-SC-2 -x continue_to_offload=TRUE \
-x max_offload_retry=15

[RGOffloadリソースを有効にする]
# scswitch -ej rgofl

[RGOffloadリソースに対する重要なフェイルオーバーリソースの依存性を設定する]
# scrgadm -c -j oracle-server-rs -y Resource_dependencies=rgofl

[すべてのノード上で、オフロードされるリソースグループをオンラインにする]
# scswitch -z -g IWS-SC,IWS-SC-2 -h phys-triped-1,phys-triped-2,phys-triped-3

[重要なフェイルオーバーリソースグループがオンライン状態でない場合は、オンラインにする]

# scswitch -Z -g oracle_rg

RGOffload拡張プロパティを構成する
通常、RGOffloadリソースを作成するとき、拡張プロパティを構成するには、コマン
ド行 scrgadm -x parameter=value を使用します。Sun Cluster のすべての標準プロパ
ティの詳細は、付録A を参照してください。

表 2–2に RGOffloadに設定できる拡張プロパティを示します。「調整」の欄は、各プ
ロパティをいつ更新できるかを示しています。
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表 2–2 RGOffload拡張プロパティ

名前 /データタイプ デフォルト値

rg_to_offload (文字列) 重要なフェイルオーバーリソースグループが
ノード上で起動するときに、当該ノード上で
オフロードする必要があるリソースグループ
をコンマで区切ったリスト。このリストに
は、互いに依存するリソースグループが含ま
れてはいけません。このプロパティにはデ
フォルト設定値がないので、必ず設定する必
要があります。

RGOffloadは、rg_to_offload拡張プロパ
ティに設定されたリソースグループのリスト
における依存関係ループを検査しません。た
とえば、リソースグループ RG-Bが RG-Aに
依存する場合、RG-Aと RG-Bが両方とも
rg_to_offloadに含まれてはいけません。

初期値:なし

調整:任意の時点 (Anytime)

continue_to_offload (ブール型) リソースグループのオフロード中にエラーが
発生した後に、rg_to_offloadリスト内の
残りのリソースグループをオフロードし続け
るかどうかを示すブール型。

このプロパティは STARTメソッドだけが使用
します。

初期値: True

調整:任意の時点 (Anytime)
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表 2–2 RGOffload拡張プロパティ (続き)
名前 /データタイプ デフォルト値

max_offload_retry (整数) クラスタまたはリソースグループの再構成に
よる障害時の起動中に、リソースグループを
オフロードしようとする回数。再試行の間に
は 10秒の間隔があります。

(オフロードされるリソースグループの数 *
max_offload_retry * 10 秒) が

RGOffloadリソースの Start_timeoutより
も小さくなるように

max_offload_retryを設定します。この値
が Start_timeoutの値に近い (あるいは、
より大きい)場合、最大再試行数に到達する前
に、RGOffloadリソースの STARTメソッドが
タイムアウトする可能性があります。

このプロパティは STARTメソッドだけが使用
します。

初期値: 15

調整:任意の時点 (Anytime)

障害モニター
RGOffloadリソースの障害モニター検証は、重要なリソースをマスターするノード上
で、rg_to_offload拡張プロパティに指定されたリソースグループをオフラインに
し続けるために使用されます。各検証サイクルで障害モニターは、重要なリソースを
マスターするノード上で、オフロードされるリソースグループ (offload-rg)がオフ
ラインであることを確認します。重要なリソースをマスターするノード上で
offload-rgがオンラインである場合、障害モニターは重要なリソースをマスターす
るノード以外のノード上で offload-rgを起動し、同時に、重要なリソースをマス
ターするノード上では offload-rgをオフラインにしようとします。

offload-rgの desired_primariesはゼロに設定されているので、このあとで利用可
能になったノード上では、オフラインのリソースグループは再起動されません。した
がって、RGOffload障害モニターは maximum_primariesに到達するまで、重要な
リソースをマスターするノード上では offload-rgをオフラインにしながら、可能
な限りのプライマリ上で offload-rgを起動しようとします。

RGOffloadは、保守状態または非管理状態でないかぎり、オフロードされたすべての
リソースを起動しようとします。リソースグループを非管理状態にするには、
scswitchコマンドを使用します。

# scswitch -u -g resourcegroup

障害モニター検証サイクルは、Thorough_probe_intervalが実行されたあとにかなら
ず呼び出されます。
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付録 A

標準プロパティ

この付録では、標準リソースタイプ、リソースグループ、リソースプロパティについ
て説明します。また、システム定義プロパティの変更および拡張プロパティの作成に
使用するリソースプロパティ属性についても説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 87ページの「リソースタイププロパティ」
� 94ページの「リソースプロパティ」
� 107ページの「リソースグループプロパティ」
� 114ページの「リソースプロパティの属性」

注 – Trueや Falseなどのプロパティ値は、大文字と小文字は区別されません。

リソースタイププロパティ
表A–1に、Sun Clusterで定義されているリソースタイププロパティの内容を示しま
す。プロパティ値は以下のように分類されます。

� 必須— Resource Type Registration (RTR)ファイル内に利用値を必要とするプロパ
ティです。値がない場合は、プロパティが属するオブジェクトを作成できません。
空白文字または空の文字列を値として指定することはできません。

� 条件付き—このプロパティが存在するためには、RTRファイル内で宣言する必要
があります。宣言されていない場合は、Resource Group Manager (RGM)はこのプ
ロパティを作成しないため、管理ユーティリィティーで利用できません。空白文字
または空の文字列を値として指定できます。プロパティが RTRファイル内で宣言
されており、値が指定されていない場合には、RGMはデフォルト値を使用しま
す。
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� 条件付き /明示—このプロパティが存在するためには、明示的に値を指定して、
RTRファイル内で宣言する必要があります。宣言されていない場合は、RGMはこ
のプロパティを作成しないため、管理ユーティリィティーで利用できません。空白
文字または空の文字列を値として指定することはできません。

� 任意—プロパティを RTRファイル内で宣言できます。宣言しない場合は、RGM
はこのプロパティを作成し、デフォルト値を使用します。プロパティが RTR
ファイル内で宣言されており、値が指定されていない場合は、RGMは、プロパ
ティが RTRファイル内で宣言されないときのデフォルト値と同じ値を使用しま
す。

リソースタイププロパティは、Installed_nodesを除き、管理ユーティリィティー
によって更新することができません。Installed_nodesは、RTRファイル内で宣言
できないため、管理者が設定する必要があります。

表 A–1リソースタイププロパティ

プロパティ名 説明

API_version (整数) このリソース型の実装が使用するリソース管
理APIのバージョンです。

カテゴリ:任意

初期値: 2

調整:不可

BOOT (文字列) 任意のコールバックメソッド。ノード上で
RGMが起動するプログラムへのパス。このプ
ログラムは、このタイプのリソースがすでに
管理状態にあるときに、クラスタの結合また
は再結合を行います。このメソッドは、INIT
メソッドと同様に、このタイプのリソースの
初期化を行う必要があります。

カテゴリ:条件付き /明示

初期値:なし

調整:不可

Failover (ブール値) Trueは、複数のノード上で同時にオンライン
になることのできる任意のグループで、この
タイプのリソースを構成できないことを示し
ます。

カテゴリ:任意

初期値: False

調整:不可
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表 A–1リソースタイププロパティ (続き)
プロパティ名 説明

FINI (文字列) 任意のコールバックメソッド。RGM管理から
このタイプのリソースを削除するときに RGM
が起動するプログラムへのパス。

カテゴリ:条件付き /明示

初期値:なし

調整:不可

INIT (文字列) 任意のコールバックメソッド。このタイプの
リソースが RGMによって管理されるように
なったときに、RGMが起動するプログラムへ
のパス。

カテゴリ:条件付き /明示

初期値:なし

調整:不可

Init_nodes (列挙) RGMが INIT、FINI、BOOT、VALIDATEの
各メソッドを呼び出すノードを指定します。
値には、RG_primaries (リソースをマス
ターできるノードだけ)、または
RT_installed_nodes (リソースタイプがイ
ンストールされるすべてのノード)を指定でき
ます。

カテゴリ:任意

初期値: RG_primaries

調整:不可

Installed_nodes (文字配列) リソース型を実行することができるクラスタ
ノードのリストです。RGMは、自動的にこの
プロパティを作成します。クラスタ管理者は
値を設定できます。RTRファイル内には宣言
できません。

カテゴリ:クラスタ管理者は構成可能

初期値:すべてのクラスタノード

調整:任意の時点 (Anytime)
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表 A–1リソースタイププロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Monitor_check (文字列) 任意のコールバックメソッド。このタイプの
リソースの障害モニターが要求するフェイル
オーバーを行う前に、RGMが起動するプログ
ラム。

カテゴリ:条件付き /明示

初期値:なし

調整:不可

Monitor_start (文字列) 任意のコールバックメソッド。このタイプの
リソースの障害モニターを起動するために、
RGMがアクティブにするプログラムへのパ
ス。

カテゴリ:条件付き /明示

初期値:なし

調整:不可

Monitor_stop (文字列) Monitor_startが設定されている場合の、
必須のコールバックメソッド。このタイプの
リソースの障害モニターを停止するために、
RGMがアクティブにするプログラムへのパ
ス。

カテゴリ:条件付き /明示

初期値:なし

調整:不可

各クラスタノード上の
Num_resource_restart (整数)。

このプロパティは、RGMによって、このノー
ド上のこのリソースに対して過去 n秒間 (nは
リソースの Retry_intervalプロパティの
値) に実行された scha_control RESTART
呼び出しの回数に設定されます。リソースタ
イプが Retry_intervalプロパティを宣言
していない場合、この型のリソースは
Num_resource_restartsプロパティを使
用できません。

Pkglist (文字配列) リソース型のインストールに含まれている任
意のパッケージリストです。

カテゴリ:条件付き /明示

初期値:なし

調整:不可
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表 A–1リソースタイププロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Postnet_stop (文字列) 任意のコールバックメソッド。このタイプの
リソースが依存する任意のネットワークアド
レスリソース (Network_resources_used)
の STOPメソッドを呼び出したあとで、RGM
が起動するプログラムへのパス。このメ
ソッドは、ネットワークインタフェースの停
止設定に続いて、必要な Stopアクションを
行います。

カテゴリ:条件付き /明示

初期値:なし

調整:不可

Prenet_start (文字列) 任意のコールバックメソッド。このタイプの
リソースが依存する、任意のネットワークア
ドレスリソース
(Network_resources_used)の STARTメ
ソッドを呼び出す前に、 RGMが起動するプ
ログラムへのパス。ネットワークインタ
フェースが起動に構成される前に必要な
Startアクションを行う必要があります。

カテゴリ:条件付き /明示

初期値:なし

調整:不可

RT_basedir (文字列) コールバックメソッドの相対パスのを補完す
るディレクトリパスです。リソース型
パッケージのインストール先のパスになりま
す。スラッシュ (/)で開始する完全なパスを
指定する必要があります。すべてのメソッド
パス名が絶対パスの場合は、指定しなくても
かまいません。

カテゴリ:必須 (絶対パスでないメソッドパス
がある場合)

初期値:なし

調整:不可

RT_description (文字列) リソース型の簡単な説明です。

カテゴリ:条件付き

初期値:空の文字列

調整:不可
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表 A–1リソースタイププロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Resource_type (文字列) リソース型の名前です。

現在登録されているリソースタイプ名を表示
するには、次のコマンドを使用します。

scrgadm —p

Sun Cluster 3.1以降、リソースタイプ名は次
の形式をとります。

vendor_id.resource_type:version

リソース型名は、RTRファイル内に指定され
た 3つのプロパティ Vendor_id、
Resource_type、RT_versionで構成されます。
scrgadmコマンドでは、区切り文字としてピ
リオドとコロンを使用します。リソースタイ
プ名の最後の部分、RT_versionには、
RT_versionプロパティと同じ値が入りま
す。

重複を防ぐため、Vendor_idには、リソース型
の作成元の会社のストックシンボルを使用す
ることをお勧めします。

Sun Cluster 3.1以前に作成されたリソースタ
イプ名は次の形式をとります。

vendor_id.resource_type

カテゴリ:必須

初期値:空の文字列

調整:不可

RT_version (文字列) Sun Cluster 3.1以降、このリソースタイプの
実装に必要なバージョンを指定します。
RT_versionは、完全なリソースタイプ名の
末尾の部分です。

カテゴリ:条件付き/明示

初期値:なし

調整:不可
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表 A–1リソースタイププロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Single_instance (ブール値) Trueの場合は、このタイプのリソースがクラ
スタ内に 1つだけ存在できることを指定しま
す。したがって、RGMは、同時に 1つのこの
リソースタイプだけに、クラスタ全体に
渡っての実行を許可します。

カテゴリ:任意

初期値: False

調整:不可

START (文字列) コールバックメソッド。このタイプのリソー
スを開始するために RGMがアクティブにす
るプログラムへのパス。

カテゴリ:必須 (RTRファイルで
PRENET_STARTメソッドが宣言されていない
場合)

初期値:なし

調整:不可

STOP (文字列) コールバックメソッド。このタイプのリソー
スを停止するために RGMがアクティブにす
るプログラムへのパス。

カテゴリ:必須 (RTRファイルで
POSTNET_STOPメソッドが宣言されていない
場合)

初期値:なし

調整:不可

UPDATE (文字列) 任意のコールバックメソッド。実行中のこの
タイプのリソースのプロパティが変更された
場合に、RGMが起動するプログラムへのパ
ス。

カテゴリ:条件付き /明示

初期値:なし

調整:不可

VALIDATE (文字列) 任意のコールバックメソッド。このタイプの
リソースのプロパティ値を検査するために呼
び出すプログラムへのパス。

カテゴリ:条件付き /明示

初期値:なし

調整:不可
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表 A–1リソースタイププロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Vendor_ID (文字列) Resource_typeを参照してください。

カテゴリ:条件付き

初期値:なし

調整:不可

リソースプロパティ
表A–2に、Sun Clusterで定義されているリソースタイププロパティの内容を示しま
す。この説明は、データサービスの開発者を対象としたものです。特定のデータサー
ビスの詳細は、そのデータサービスのマニュアルページを参照してください。リソー
スプロパティ値は、以下のように分類されます。

� 必須—管理者は、管理ユーティリィティーでリソースを作成するときに、必ず値
を指定する必要があります。

� 任意—管理者がリソースグループの作成時に値を指定しない場合、システムがデ
フォルト値を提供します。

� 条件付き—プロパティが RGMファイルで宣言されている場合にのみ、RGMが
プロパティを作成します。宣言されていない場合プロパティは存在せず、システム
管理者はこれを利用できません。RTRファイルで宣言されている条件付きのプロ
パティは、デフォルト値が RTRファイル内で指定されているかどうかによって、
必須または任意になります。詳細については、各条件付きプロパティの説明を参照
してください。

� 照会のみ—管理ツールから直接設定できません。

表A–2は、リソースプロパティの調整が可能であるか、および、いつ調整できるかも
示しています。

Noneまたは False 不可

Trueまたは Anytime 任意の時点

At_creation リソースをクラスタに追加するとき

When_disabled リソースが無効なとき
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表 A–2リソースプロパティ

プロパティ名 説明

Affinity_timeout

(整数)

クライアントが、スティッキスケーラブル
サービスへの接続をすべて閉じたあと、IPア
フィニティ (IP対応)が持続する秒数を制御し
ます。このタイムアウトが終了するまでは、
当該クライアントからの新しい接続はすべて
同じクラスタノードに転送されます。値が 0
の場合、クライアントとスケーラブルサービ
スとの間に接続が存在するかぎり、アフィニ
ティは継続します。値が -1の場合、クライア
ントがバインドされているクラスタノードに
障害が起きるか、または再起動されるまで、
アフィニティは持続します。値 -1は、タイム
アウト期間が適用されないことを意味しま
す。

このプロパティは、
Load_balancing_policy=LB_STICKYまた
は LB_STICKYWILDを持つリソースだけに適
用されます。

カテゴリ:任意

初期値: 0

調整:任意の時点 (Anytime)

Cheap_probe_interval (整数) リソースの即時障害検証の呼び出しの間隔 (秒
数)。このプロパティは、RGMのみが作成で
き、RTRファイル内で宣言されている場合に
は、管理者はこのプロパティを利用できま
す。

RTRファイル内でデフォルト値が指定されて
いる場合、このプロパティは任意です。リ
ソースタイプファイル内に Tunable属性が指
定されていない場合、このプロパティの
Tunable値は When_disabledになりま
す。

RTRファイルのプロパティ宣言内に Default
属性が指定されていない場合、このプロパ
ティは必須です。

カテゴリ:条件付き

初期値:上記を参照

調整:無効時 (When_ disabled)
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

拡張プロパティ 開発者は、クラスタ管理者がデータサービス
を Sun Clusterに登録するときにデータサービ
スの初期構成内でリソースタイププロパ
ティを宣言します。拡張プロパティに設定可
能な各属性については、表A–4を参照してく
ださい。表A–4を参照してください。

カテゴリ:条件付き

初期値:なし

調整:特定のプロパティに依存

Failover_mode (列挙) None、Soft、Hardのいずれかの設定が可能で
す。リソースでの STARTまたは STOPメ
ソッドの呼び出しの失敗に対して、RGMがリ
ソースグループを再配置するか、またはノー
ドを異常終了させるかを制御します。None
は、RGMが単にリソース状態をメソッド失敗
に設定し、オペレータの介入を待つことを示
します。Softは、STARTメソッドが失敗し
たときに、RGMがリソースのグループを別の
ノードに再配置し、また、STOPメソッドが失
敗したときに、RGMがリソース状態を設定
し、システム管理者の介入を待つことを示し
ます。Hardは、STARTメソッドが失敗した
ときに、グループの再配置を行い、STOPメ
ソッドが失敗したときに、クラスタノードを
異常終了させることで、リソースの強制的な
停止を行うことを示します。

カテゴリ:任意

初期値:なし

調整:任意の時点 (Anytime)
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Load_balancing_policy (文字列) 使用する負荷均衡ポリシーを定義する文字
列。このプロパティは、スケーラブルサービ
ス専用です。RTRファイルに Scalableプロ
パティが宣言されている場合、RGMは自動的
にこのプロパティを作成します。

Load_balancing_policyには次の値を設
定できます。

Lb_weighted (デフォルト)。
Load_balancing_weightsプロパティに設
定されている重みにより、さまざまなノード
に負荷が分散されます。

Lb_sticky。スケーラブルサービスの指定の
クライアント (クライアントの IPアドレスで
識別される)は、常に同じクラスタノードに送
信されます。

Lb_sticky_wild。指定のクライアント (ク
ライアントの IPアドレスで識別される)はワ
イルドカードスティッキサービスの IPアドレ
スに接続され、送信時に使用されるポート番
号とは無関係に、常に同じクラスタノードに
送信されます。

カテゴリ:条件付き/任意

初期値: Lb_weighted

調整:作成時 (At_ creation)
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Load_balancing_weights (文字配列) このプロパティは、スケーラブルサービス専
用です。RTRファイルに Scalableプロパ
ティが宣言されている場合、RGMは自動的に
このプロパティを作成します。形式は、
「weight@node,weight@node」になります。こ
こで、weightは、指定したノード (node)に対
する負荷分散の相対的な割り当てを示す整数
になります。ノードに分散される負荷の割合
は、すべてのウエイトの合計でこのノードの
ウエイトを割った値になります。たとえば、
1@1,3@2は、ノード 1に負荷の 1/4が割り当
てられ、ノード 2に負荷の 3/4が割り当てら
れることを意味します。デフォルトの空の文
字列 ("")は、一定の分散を指定します。明示
的にウエイトを割り当てられていないノード
のウエイトは、デフォルトで 1になります。

Tunable属性がリソースタイプファイルに指
定されていない場合は、プロパティの
Tunable値は Anytime (任意の時点)になり
ます。このプロパティを変更すると、新しい
接続時にのみ分散が変更されます。

カテゴリ:条件付き/任意

初期値:空の文字列

調整:任意の時点 (Anytime)

各コールバックメソッド用の
method_timeout (整数)

RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断
するまでの時間 (秒)。

カテゴリ:条件付き/任意

初期値:メソッド自体が RTRファイルで宣言
されている場合、3,600 (1時間)です。

調整:任意の時点 (Anytime)
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Monitored_switch (列挙) クラスタ管理者が管理ユーティリィティーを
使用してモニターを有効または無効にする
と、RGMによって Enabledまたは
Disabledに設定されます。Disabledに設
定されると、再び有効に設定されるまで、モ
ニターは STARTメソッドを呼び出しません。
リソースが、モニターのコールバックメ
ソッドを持っていない場合は、このプロパ
ティは存在しません。

カテゴリ:照会のみ

初期値: Enabled

調整:不可

Network_resources_used (文字配列) リソースが使用する論理ホスト名または共有
アドレスネットワークリソースをコンマで区
切ったリストです。スケーラブルサービスの
場合、このプロパティは別のリソースグルー
プに存在する共有アドレスリソースを参照す
る必要があります。フェイルオーバーサービ
スの場合、このプロパティは同じリソースグ
ループに存在する論理ホスト名または共有ア
ドレスを参照します。RTRファイルに
Scalableプロパティが宣言されている場
合、RGMは自動的にこのプロパティを作成し
ます。 Scalableが RTRファイルで宣言さ
れていない場合、
Network_resources_usedは RTRファイ
ルで明示的に宣言されていない限り使用でき
ません。

リソースタイプファイルに Tunable属性が指
定されていない場合、プロパティの Tunable
値は、 At_creationになります。

カテゴリ:条件付き/必須

初期値:なし

調整:作成時 (At_ creation)
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

On_off_switch (列挙) クラスタ管理者が管理ユーティリィティーを
使用してリソースを有効または無効にする
と、RGMによって Enabledまたは
Disabledに設定されます。無効に設定され
ると、再び有効に設定されるまで、リソース
はコールバックを呼び出しません。

カテゴリ:照会のみ

初期値: Disabled

調整:不可

Port_list (文字配列) サーバーが待機するポート番号をコンマで区
切ったリストです。各ポート番号に、その
ポートが使用しているプロトコルが追加され
ます (例:Port_list=80/tcp)。RTRファイ
ルに Scalableプロパティが宣言されている
場合、RGMは自動的に Port_listを作成し
ます。それ以外の場合、このプロパティは
RTRファイルで明示的に宣言されていないか
ぎり使用できません。

Apache用にこのプロパティを設定する場合
は、このマニュアルのApacheに関する章を
参照してください。

カテゴリ:条件付き/必須

初期値:なし

調整:作成時 (At_ creation)

R_description (文字列) リソースの簡単な説明です。

カテゴリ:任意

初期値:空の文字列

調整:任意の時点 (Anytime)
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Resource_dependencies (文字配列) このリソースをオンラインにするために、順
にオンラインにする必要のある同じグループ
内のリソースをコンマで区切ったリストで
す。リスト内の任意のリソースの起動に失敗
した場合、このリソースは起動されません。
グループをオフラインにすると、このリソー
スを停止してから、リスト内のリソースが停
止されます。このリソースが先に無効になら
なければ、リスト内のリソースは無効にでき
ません。

カテゴリ:任意

初期値:空のリスト

調整:任意の時点 (Anytime)

Resource_dependencies_weak (文字配列) グループ内のメソッド呼び出しの順序を決定
する同じグループ内のリソースのリスト。
RGMは、このリスト内のリソースの Startメ
ソッドを先に呼び出してから、このリソース
の Startメソッドを呼び出します。また、停止
する場合は、このリソースの Stopメソッドを
先に呼び出してから、リスト内のリソースの
Stopメソッドを呼び出します。リスト内のリ
ソースが開始に失敗した場合、または無効に
なっても、リソースはオンラインを維持でき
ます。

カテゴリ:任意

初期値:空のリスト

調整:任意の時点 (Anytime)

Resource_name (文字列) リソースインスタンスの名前です。クラスタ
構成内で一意にする必要があります。リソー
スが作成された後で変更はできません。

カテゴリ:必須

初期値:なし

調整:不可
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Resource_project_name (文字列) リソースに関連する Solarisプロジェクト名。
このプロパティは、CPUの共有、クラスタ
データサービスのリソースプールといった
Solarisのリソース管理機能に適用できます。
RGMは、リソースをオンラインにすると、こ
のプロジェクト名を持つ関連プロセスを起動
します。このプロパティを指定しないと、プ
ロジェクト名はリソースを含んでいるリソー
スグループの RG_project_nameプロパ
ティから取得されます。どちらのプロパ
ティも指定されなかった場合、RGMは事前定
義済みのプロジェクト名 defaultを使用しま
す。プロジェクトデータベース内に存在する
プロジェクト名を指定する必要があります
(SRMのマニュアルページを参照)。また、
rootユーザーは、このプロジェクトのメン
バーとして構成されている必要があります。
このプロパティは、Solaris 9以降のリリース
でサポートされます。Solarisプロジェクト名
の詳細は、『Solarisのシステム管理 (資源管理
とネットワークサービス)』を参照してくださ
い。

カテゴリ:任意

初期値:上記を参照

調整:任意の時点 (Anytime)

Resource_state:各クラスターノード (列挙) RGMが判断した各クラスタノード上のリソー
スの状態。可能な状態は次のとおりです。
ONLINE 、OFFLINE、STOP_FAILED、
START_FAILED、MONITOR_FAILED、
ONLINE_NOT_MONITORED 。

ユーザーは、このプロパティの設定を許可さ
れていません。

カテゴリ:照会のみ

初期値:なし

調整:不可
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Retry_count (整数) リソースの起動に失敗した場合にモニターが
再起動を試みる試行回数です。このプロパ
ティは、RGMのみが作成でき、RTRファイ
ル内で宣言されている場合には、管理者はこ
のプロパティを利用できます。デフォルト値
が RTRファイルで指定されている場合は、こ
のプロパティは任意です。

リソースタイプファイル内に Tunable属性が
指定されていない場合、このプロパティの
Tunable値は When_disabledになりま
す。

RTRファイルのプロパティ宣言内に Default
属性が指定されていない場合、このプロパ
ティは必須です。

カテゴリ:条件付き

初期値:上記を参照

調整:無効時 (When_ disabled)

Retry_interval (整数) 失敗したリソースを再起動するまでの秒数。
リソースモニターは、このプロパティと
Retry_countを組み合わせて使用します。
このプロパティは、RGMのみが作成でき、
RTRファイルで宣言されている場合は、管理
者は利用できます。RTRファイルにデフォル
ト値が指定されている場合、このプロパ
ティは任意です。

リソースタイプファイル内に Tunable属性が
指定されていない場合、このプロパティの
Tunable値は When_disabledになりま
す。

RTRファイルのプロパティ宣言内に Default
属性が指定されていない場合、このプロパ
ティは必須です。

カテゴリ:条件付き

初期値:上記を参照

調整:無効時 (When_ disabled)
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Scalable (ブール値) リソースがスケーラブルかどうかを示しま
す。このプロパティが RTRファイルで宣言さ
れている場合は、そのタイプのリソースに対
し、RGMは、次のスケーラブルサービスプロ
パティを自動的に作成します。
Network_resources_used、Port_list、
Load_balancing_policy、
Load_balancing_weights。これらのプロ
パティは、RTRファイルで明示的に宣言され
ないかぎり、デフォルト値を持ちます。RTR
ファイルで宣言されている場合、Scalable
のデフォルトは Trueです。

このプロパティが RTRファイルで宣言されて
いる場合、Tunable属性は、At_creation
(作成時)に設定する必要があります。設定し
なければ、リソースの生成に失敗します。

RTRファイルにこのプロパティが宣言されて
いない場合、リソースはスケーラブルにはな
りません。したがって、クラスタ管理者はこ
のプロパティを調整することができず、RGM
はスケーラブルサービスプロパティを設定し
ません。ただし、必要に応じて、明示的に
Network_resources_usedおよび
Port_listプロパティを RTRファイルで宣
言できます。これらのプロパティは、スケー
ラブルサービスだけでなく、非スケーラブル
サービスでも有用です。

カテゴリ:任意

初期値:上記を参照

調整:作成時 (At_ creation)

Status:各クラスターノード (列挙) リソースモニターによって設定されます。指
定可能な値は、 OK、degraded、faulted、
unknown、および offlineです。RGMは、
リソースがオンラインになると、値を
unknownに設定し、オフラインになると
offlineに設定します。

カテゴリ:照会のみ

初期値:なし

調整:不可
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Status_msg:各クラスターノード (文字列) リソースモニターによって、Statusプロパ
ティと同時に設定されます。このプロパ
ティは、各ノードのリソースごとに調整でき
ます。RGMは、リソースがオフラインになる
と、このプロパティに空の文字列を設定しま
す。

カテゴリ:照会のみ

初期値:なし

調整:不可

Thorough_probe_ interval (整数) 高オーバーヘッドのリソース障害検証の呼び
出し間隔 (秒)。このプロパティは、RGMのみ
が作成でき、RTRファイル内で宣言されてい
る場合には、管理者はこのプロパティを利用
できます。デフォルト値が RTRファイルで指
定されている場合は、このプロパティは任意
です。

リソースタイプファイル内に Tunable属性が
指定されていない場合、このプロパティの
Tunable値は When_disabledになりま
す。

RTRファイルのプロパティ宣言内に Default
属性が指定されていない場合、このプロパ
ティは必須です。

カテゴリ:条件付き

初期値:なし

調整:無効時 (When_ disabled)

Type (文字列) インスタンスのリソースタイプ。

カテゴリ:必須

初期値:なし

調整:不可
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Type_version (文字列) 現在このリソースに関連付けられているリ
ソース型のバージョンを指定します。このプ
ロパティは RTRファイル内に宣言できませ
ん。したがって、RGMによって自動的に作成
されます。このプロパティの値は、リソース
の型の RT_versionプロパティと等しくなり
ます。リソースの作成時、Type_versionプ
ロパティはリソースタイプ名の接尾辞として
表示されるだけで、明示的には指定されませ
ん。リソースを編集すると、Type_version
の値が変更されます。

RT_versionは、データサービスのバー
ジョンをアップグレードするときに使用しま
す。

次の項目から派生:
� 現在のリソースタイプのバージョン

* RTRファイル内の #$upgrade_from

ディレクティブ

Udp_affinity

(ブール値)

TRUEの場合、あるクライアントからの UDP
パケットは、TCP接続と同様の方法で、同じ
クラスタサーバーノードに転送されます。ク
ライアントの TCP接続がサーバーノード
に「スティック」されている場合、その UDP
パケットもそのノードに送信されます。
FALSEの場合、この動作は保持されません。
あるクライアントからの UDPパケットは、そ
のクライアントからの TCP接続とは異なるク
ラスタサーバーノードに転送されます。

このプロパティは、
Load_balancing_policyが LB_STICKYま
たは LB_STICKYWILDである場合にしか適用
されません。

カテゴリ:任意

初期値: False

調整:無効時 (When_ disabled)
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Weak_affinity

(ブール値)

スティッキスケーラブルサービスに IPア
フィニティを設定します。ただし、次の場
合、このプロパティは中断されます。 (1)障害
モニターの再起動、リソースのフェイルオー
バー、スイッチオーバーなどが原因でサー
バーリスナーが再起動する場合か、あるいは
フェイルオーバーのあとでノードがクラスタ
に再結合する場合。(2)管理アクションのため
にスケーラブルリソースの
load_balancing_weightsが変更されたとき。
メモリー消費とプロセッササイクルの点で、
デフォルトの形式よりもオーバーヘッドは低
くなります。アフィニティタイムアウト値は
使用しません。Weak_affinityは、上記の
割り込みが発生しないかぎり持続します。

このプロパティは
Load_balancing_policyが LB_STICKYま
たは LB_STICKYWILDである場合にしか適用
されません。

カテゴリ:任意

初期値: False

調整:無効時 (When_ disabled)

リソースグループプロパティ
表A–3に、Sun Clusterで定義されているリソースグループプロパティの内容を示し
ます。
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表 A–3リソースグループプロパティ

プロパティ名 説明

Auto_start_on_new_cluster (ブール値) このプロパティは、新しいクラスタの形成時
にリソースグループマネージャが自動的にリ
ソースグループを起動するかどうかを制御し
ます。

デフォルトは TRUEです。TRUEに設定した場
合、クラスタのすべてのノードが同時に再起
動すると、リソースグループマネージャはリ
ソースグループを自動的に起動して
Desired_primariesを取得しようとしま
す。FALSEに設定されている場合、クラスタ
のすべてのノードが同時に再起動したとき、
Resource Group Managerはリソースグループ
を自動的に起動しません。

カテゴリ:任意

初期値: True

調整:任意の時点 (Anytime)

Desired_ primaries (整数) グループが同時に実行できるノード数として
望ましい値。

デフォルトは 1です。RG_modeプロパティが
Failoverの場合、このプロパティの値を 1
より大きく設定することはできません。
RG_modeプロパティが Scalableの場合
は、1より大きな値を設定できます。

カテゴリ:任意

初期値: 1 (上記を参照)

調整:任意の時点 (Anytime)

Failback (ブール値) クラスタのメンバーシップが変更されたと
き、グループがオンラインになっているノー
ドセットを再計算するかどうかを示すブール
値です。再計算によって、RGMはグループを
優先度の低いノードでオフラインにし、優先
度の高いノードでオンラインにします。

カテゴリ:任意

初期値: False

調整:任意の時点 (Anytime)
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表 A–3リソースグループプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Global_ resources_ used (文字配列) クラスタファイルシステムがこのリソースグ
ループ内のリソースによって使用されるかど
うかを指定します。管理者は、すべての広域
リソース (アスタリスク記号 *)または広域リ
ソースなし (空の文字列 "")に指定できます。

カテゴリ:任意

初期値:すべての広域リソース

調整:任意の時点 (Anytime)

Implicit_ network_ dependencies(ブー
ル値)

Trueの場合に、グループ内のネットワークア
ドレスリソースに対し、非ネットワークアド
レスリソースの暗黙の強い依存性を RGMが
強制することを指定するブール値。つまり、
RGMはグループ内のすべてのネットワークア
ドレスリソースを起動してからほかのすべて
のリソースを起動し、ほかのリソースのあと
にネットワークアドレスリソースを停止しま
す。ネットワークアドレスリソースには、論
理ホスト名と共有アドレスリソース型があり
ます。

スケーラブルなリソースグループ内では、こ
のプロパティの影響はありません。これは、
スケーラブルなリソースグループにはネット
ワークアドレスリソースが含まれないからで
す。

カテゴリ任意

初期値: True

調整:無効時 (When_ disabled)

Maximum_ primaries (整数) グループを同時にオンラインにできるノード
の最大数です。

デフォルトは 1です。RG_modeプロパティが
Failoverの場合、このプロパティの値を 1
より大きく設定することはできません。
RG_modeプロパティが Scalableの場合
は、1より大きな値を設定できます。

カテゴリ:任意

デフォルト:1 (上記を参照)

調整:任意の時点 (Anytime)

付録 A •標準プロパティ 109



表 A–3リソースグループプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Nodelist (文字配列) グループを優先度順にオンラインにできるク
ラスタノードをコンマで区切ったリストで
す。これらのノードは、リソースグループの
潜在的主ノードまたはマスターです。

カテゴリ:任意

デフォルト:すべてのクラスタノードの順不同
のリスト

調整:任意の時点 (Anytime)

Pathprefix (文字列) クラスタファイルシステム内のディレクトリ
です。グループ内のリソースは、このディレ
クトリ内に必要な管理ファイルを書き込むこ
とができます。一部のリソースの必須プロパ
ティです。各リソースグループの
Pathprefixは、一意にする必要がありま
す。

カテゴリ:任意

初期値:空の文字列

調整:任意の時点 (Anytime)
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表 A–3リソースグループプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Pingpong_interval (整数) 再構成が生じた場合、あるいは
scha_control giveover コマンドまたは関
数の実行結果として、どのノードでリソース
グループをオンラインにするかを判断すると
きに RGMが使用する負以外の整数値 (秒)。

再構成において、リソースの STARTまたは
PRENET_STARTメソッドがゼロ以外の値で終
了、またはタイムアウトによって終了したこ
とが原因で、Pingpong_intervalで指定し
た秒数内に、リソースグループをオンライン
にするのを 2回以上失敗した場合、RGMはそ
のノードはリソースグループのホストとして
不適切だと判断し、別のマスターを捜しま
す。

リソースの scha_control(1ha)(3ha)コマン
ドまたは関数の呼び出しによって、
Pingpong_intervalで指定した秒数内に特
定のノード上でリソースグループがオフライ
ンになった場合、別のノードから生じる後続
の scha_control呼び出しの結果、そのノー
ドはリソースグループのホストとして不適切
だと判断されます。

カテゴリ:任意

初期値: 3,600 (1時間)

調整:任意の時点 (Anytime)

Resource_ list (文字配列) グループ内に含まれるリソースのリストで
す。管理者はこのプロパティを直接設定しま
せん。このプロパティは、管理者がリソース
グループにリソースを追加したり、リソース
グループからリソースを削除すると、RGMに
より自動的に更新されます。

カテゴリ:照会のみ

初期値:空のリスト

調整:不可
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表 A–3リソースグループプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

RG_ dependencies (文字配列) このグループが依存するリソースグループを
コンマで区切ったリストです。このリストに
より、同じノード上のその他のグループをオ
ンラインまたはオフラインにする優先度が指
定されます。別のノードでグループをオンラ
インにする場合は、このリストは無効です。

カテゴリ任意

初期値:空のリスト

調整:任意の時点 (Anytime)

RG_description (文字列) リソースグループの簡単な説明です。

カテゴリ:任意

初期値:空の文字列

調整:任意の時点 (Anytime)

RG_mode (列挙) リソースグループがフェイルオーバーグルー
プかスケーラブルグループかを指定します。
このプロパティの値が Failoverの場合、
RGMはグループの Maximum_primariesプ
ロパティを 1に設定し、リソースグループが
単一のノードでマスターされるように制限し
ます。

このプロパティの値が Scalableの場合、
RGMは Maximum_primariesプロパティが
1より大きい値を持つことを許可し、複数の
ノードで同時にそのグループをマスターでき
るようにします。

注:Failoverプロパティの値が Trueのリ
ソースを、RG_modeの値が Scalableのリ
ソースグループに追加することはできませ
ん。

カテゴリ:任意

初期値: Maximum_primariesの値が 1の場
合は Failover

Maximum_primariesが 1を超える場合は
Scalable

調整:不可
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表 A–3リソースグループプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

RG_name (文字列) リソースグループの名前。これは必須プロパ
ティです。この値は、クラスタ内で一意でな
ければなりません。

カテゴリ:必須

初期値:なし

調整:不可

RG_project_name リソースグループに関連付けられた Solarisプ
ロジェクト名。このプロパティは、CPUの共
有、クラスタデータサービスのリソースプー
ルといった Solarisのリソース管理機能に適用
できます。RGMは、リソースグループをオン
ラインにするとき、
Resource_project_nameプロパ
ティセットを持たないリソースに対して、こ
のプロジェクトで関連付けられたプロセスを
起動します。プロジェクトデータベース内に
存在するプロジェクト名を指定する必要があ
ります (SRMのマニュアルページを参照)。ま
た、rootユーザーは、このプロジェクトのメ
ンバーとして構成されている必要がありま
す。このプロパティは、Solaris 9以降のリ
リースでサポートされます。Solarisプロ
ジェクト名の詳細は、『Solarisのシステム管
理 (資源管理とネットワークサービス)』を参
照してください。

カテゴリ:任意

初期値: Default (上記を参照)

調整:任意の時点 (Anytime)

RG_state:各クラスターノード (列挙) RGMによって Online、Offline、
Pending_online、 Pending_offline、
Error_stop_failedに設定され、各クラス
タノード上のグループの状態を示します。
RGMの制御下にないときは、グループは管理
されていない状態で存在することもできま
す。

このプロパティは、ユーザーは構成できませ
ん。

カテゴリ:照会のみ

初期値: Offline

調整:不可
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リソースプロパティの属性
表A–4に、システム定義プロパティの変更または拡張プロパティの作成に使用できる
リソースプロパティの属性を示します。

注意 – boolean、enum、intタイプのデフォルト値に、NULLまたは空の文字列 ("")
は指定できません。

表 A–4リソースプロパティの属性

プロパティ 説明

Property リソースプロパティの名前。

Extension リソースタイプの実装によって定義された拡張プロパティが RTRファイ
ルのエントリで宣言されていることを示します。拡張プロパティが使用さ
れていない場合、そのエントリはシステム定義プロパティです。

Description プロパティを簡潔に記述した注記 (文字列)。RTRファイル内でシステム定
義プロパティに対する Description属性を設定することはできません。

プロパティのタイ
プ

指定可能なタイプは、string、boolean、int、enum、stringarray
です。RTRファイル内で、システム定義プロパティの型の属性を設定する
ことはできません。タイプは、RTRファイルのエントリに登録できる、指
定可能なプロパティ値とタイプ固有の属性を決定します。enumタイプ
は、文字列値のセットです。

Default プロパティのデフォルト値を示します。

Tunable クラスタ管理者がリソースのプロパティ値をいつ設定できるかを示しま
す。管理者にプロパティの設定を許可しない場合は、Noneまたは False
に設定します。管理者にプロパティの調整を許可する属性値は、次のとお
りです。Trueまたは Anytime (任意の時点)、At_creation (リソース
の作成時のみ)、When_disabled (リソースがオフラインのとき)。

デフォルトは、True (Anytime)です。

Enumlist enumタイプの場合、プロパティに設定できる文字列値のセット。

Min intタイプの場合、プロパティに設定できる最小値。

Max intタイプの場合、プロパティに設定できる最大値。

Minlength stringおよび stringarrayタイプの場合、設定できる文字列の最小
長。

Maxlength stringおよび stringarrayタイプの場合、設定できる文字列の最大。

Array_minsize stringarrayタイプの場合、設定できる配列要素の最小数。
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表 A–4リソースプロパティの属性 (続き)
プロパティ 説明

Array_maxsize stringarrayタイプの場合、設定できる配列要素の最大数。
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付録 B

有効な RGM名と値

この付録では、Resource Group Manager (RGM)の名前と値に指定できる文字の条件
について説明します。

有効な RGM名
RGM名は、次の 5つのカテゴリに分類されます。

� リソースグループ名
� リソースタイプ名
� リソース名
� プロパティ名
� 列挙リテラル名

リソースタイプ名を除き、他の名前はすべて次の規則に従う必要があります。

� 必ずASCIIにする。

� 先頭は必ず文字にする。

� アルファベットの大文字と小文字、数字、ダッシュ (-)、下線 (_)を含むことができ
る。

� 255文字以下にする。

リソースタイプ名は、簡単な名前 (RTRファイルの Resource_typeプロパティで指
定)または完全な名前 (RTRファイルの Vendor_idと Resource_typeで指定)のど
ちらでもかまいません。Vendor_idと Resource_typeの両プロパティを指定した
場合は、RGMは、これら 2つのプロパティ間にピリオドを挿入して完全な名前を形
成します。たとえば、Vendor_id=SUNWと Resource_type=sampleの場合、完全
な名前は SUNW.sampleになります。RGM名にピリオドを使用できるのはこのイン
スタンスの場合だけです。
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RGMの値
RGMの値は、プロパティ値と説明値の 2つのカテゴリに分類されます。これら 2つ
のカテゴリは同じ規則を共有します。

� 値はASCIIであること。

� 値の最大長は 4M - 1バイト (つまり、4,194,303バイト)であること。

� 値に次の文字を含むことはできない。

� null
� 改行
� コンマ
� セミコロン
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付録 C

データサービス構成のためのワーク
シート

この付録では、クラスタ構成でリソース関連のコンポーネントを計画する場合に使用
するワークシートを提供します。参考のために、ワークシートの記入例も掲載してい
ます。クラスタ構成内のその他のコンポーネントのワークシートは、『Sun Cluster 3.1
10/03ソフトウェアのインストール』の「Sun Clusterのインストールと構成のための
ワークシート」を参照してください。

構成ワークシート
リソースに関連するコンポーネントがクラスタ構成に多数ある場合は、ワークシート
を適宜コピーしてください。これらのワークシートの作成は、『 Sun Cluster 3.1ソフ
トウェアのインストール』と『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構
成』に示されている計画ガイドラインを参照して行なってください。記入済みのワー
クシートを参照しながら、クラスタをインストールおよび構成します。

注 –ワークシートの記入例で使用されるデータはガイドとしてのみ提供されます。し
たがって、これらの例は、実際のクラスタの完全な構成を表しているわけではありま
せん。

� 120ページの「リソースタイプのワークシート」
� 122ページの「ネットワークリソースのワークシート」
� 124ページの「アプリケーションリソース—フェイルオーバーワークシート」
� 126ページの「アプリケーションリソース—スケーラブルのワークシート」
� 128ページの「リソースグループ—フェイルオーバーのワークシート」
� 130ページの「リソースグループ—スケーラブルのワークシート」
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リソースタイプのワークシート
論理ホストまたは共有アドレス以外のリソースタイプにはこのワークシートを使用し
てください。

表 C–1リソースタイプのワークシート

リソースタイプ名 リソースタイプが動作するノード
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例 :リソースタイプのワークシート
表 C–2例 :リソースタイプのワークシート

リソースタイプ名 リソースタイプが動作するノード

SUNW.nshttp phys-schost-1, phys-schost-2

SUNW.oracle_listener phys-schost-1, phys-schost-2

SUNW.oracle_server phys-schost-1, phys-schost-2
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ネットワークリソースのワークシート
表 C–3ネットワークリソースのワークシート

コンポーネント 名称

リソース名

リソースグループ名

リソースタイプ (1つに丸を付
けてください)

論理ホスト名 |共有アドレス

リソースタイプ名

依存性

使用されているホスト名

拡張プロパティ 名称 値
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例 :ネットワークリソース—共有アドレスのワークシー
ト
表 C–4例 :ネットワークリソース—共有アドレスのワークシート

コンポーネント 名称

リソース名 sh-galileo

リソースグループ名 rg-shared

リソースタイプ (1つに丸を付
けてください)

Shared address

リソースタイプ名 SUNW.SharedAddress

依存性 none

使用されているホスト名 sh-galileo

拡張プロパティ 名称 値

netiflist ipmp0@1, ipmp0@2

例 :ネットワークリソース—論理ホスト名のワークシー
ト
表 C–5例 :ネットワークリソース—論理ホスト名のワークシート

コンポーネント 名称

リソース名 relo-galileo

リソースグループ名 rg-oracle

リソースタイプ (1つに丸を付
けてください)

Logical hostname

リソースタイプ名 SUNW.LogicalHostname

依存性 none

使用されているホスト名 relo-galileo

拡張プロパティ 名称 値

netiflist ipmp0@1, ipmp0@2
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アプリケーションリソース—フェイルオーバー
ワークシート
表 C–6アプリケーションリソース—フェイルオーバーワークシート

コンポーネント 名称

リソース名

リソースグループ名

リソースタイプ名

依存性

拡張プロパティ 名称 値
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例 :アプリケーションリソース—フェイルオーバーの
ワークシート
表 C–7例 :アプリケーションリソース—フェイルオーバーのワークシート

コンポーネント 名称

リソース名 oracle-listener

リソースグループ名 rg-oracle

リソースタイプ名 SUNW.oracle_listener

依存性 hasp_resource

拡張プロパティ 名称 値

ORACLE_HOME /global/oracle/orahome/

LISTENER_NAME lsnr1
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アプリケーションリソース—スケーラブルのワー
クシート
表 C–8アプリケーションリソース—スケーラブルのワークシート

コンポーネント 名前

リソース名

論理ホストのリソースグルー
プ名

共有アドレスのリソースグ
ループ名

論理ホストのリソースタイプ
名

共有アドレスのリソースタイ
プ名

依存性

拡張プロパティ 名前 値
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例 :アプリケーションリソース—スケーラブルのワーク
シート
表 C–9例 :アプリケーションリソース—スケーラブルのワークシート

コンポーネント 名前

リソース名 sh-galileo

論理ホストのリソースグルー
プ名

共有アドレスのリソースグ
ループ名

rg-shared

論理ホストのリソースタイプ
名

共有アドレスのリソースタイ
プ名

依存性

拡張プロパティ 名前 値
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リソースグループ—フェイルオーバーのワーク
シート

表 C–10リソースグループ—フェイルオーバーのワークシート

コンポーネント 注 名前

リソースグループ名 この名前は、クラスタ内で一意のも
のでなければなりません。

機能 このリソースグループの機能につい
て記述してください。

フェイルバック機能があるか (1つに
丸を付けてください)

主ノードが停止して復旧したあと、
このリソースグループを主ノードに
戻すかどうかを選択してください。

戻す |戻さない

ノードリスト このリソースグループのホストにな
りえるクラスタノードを指定してく
ださい。このリストでは、最初の
ノードとして主ノードを指定し、続
いて二次ノードを指定する必要があ
ります。二次ノードの順序は、主
ノードになる優先順位を示します。

依存しているディスクデバイスグ
ループ

このリソースグループが依存してい
るディスクデバイスグループを挙げ
てください。

構成ディレクトリ 管理作業のためにこのリソースグ
ループ内のリソースがファイルを作
成する必要がある場合、それらのリ
ソースが使用するサブディレクトリ
を含めてください。
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例 :リソースグループ—フェイルオーバーのワークシー
ト

表 C–11例 :リソースグループ—フェイルオーバーのワークシート

コンポーネント 注 名前

リソースグループ名 この名前は、クラスタ内で一意のも
のでなければなりません。

rg-oracle

機能 このリソースグループの機能につい
て記述してください。

Oracleリソースを含む

フェイルバック機能があるか (1つに
丸を付けてください)

主ノードが停止して復旧したあと、
このリソースグループを主ノードに
戻すかどうかを選択してください。

戻さない

ノードリスト このリソースグループのホストにな
りえるクラスタノードを指定してく
ださい。このリストでは、最初の
ノードとして主ノードを指定し、続
いて二次ノードを指定する必要があ
ります。二次ノードの順序は、主
ノードになる優先順位を示します。

1) phys-schost-1

2) phys-schost-2

依存しているディスクデバイスグ
ループ

このリソースグループが依存してい
るディスクデバイスグループを指定
してください。

schost1-dg

構成ディレクトリ 管理作業のためにこのリソースグ
ループ内のリソースがファイルを作
成する必要がある場合、それらのリ
ソースが使用するサブディレクトリ
を含めてください。
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リソースグループ—スケーラブルのワークシート
表 C–12リソースグループ—スケーラブルのワークシート

コンポーネント 注 名前

リソースグループ名 この名前は、クラスタ内で一意のも
のでなければなりません。

機能

主ノードの最大数

主ノードの適切な数

フェイルバック機能があるか (1つに
丸を付けてください)

主ノードが停止したあと、このリ
ソースグループを主ノードに戻すか
どうかを選択してください。

戻す |戻さない

ノードリスト このリソースグループのホストにな
りえるクラスタノードを指定してく
ださい。このリストでは、最初の
ノードとして主ノードを指定し、続
いて二次ノードを指定する必要があ
ります。二次ノードの順序は、主
ノードになる優先順位を示します。

依存性 このリソースが依存するリソースグ
ループをすべて挙げてください。
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例 :リソースグループ—スケーラブルのワークシート
表 C–13例 :リソースグループ—スケーラブルのワークシート

コンポーネント 注 名前

リソースグループ名 この名前は、クラスタ内で一意のも
のでなければなりません。

rg-http

機能 Webサーバーリソースを含む

主ノードの最大数 2

主ノードの適切な数 2

フェイルバック機能があるか (1つに
丸を付けてください)

主ノードが停止したあと、このリ
ソースグループを主ノードに戻すか
どうかを選択してください。

No

ノードリスト このリソースグループのホストにな
りえるクラスタノードを指定してく
ださい。このリストでは、最初の
ノードとして主ノードを指定し、続
いて二次ノードを指定する必要があ
ります。二次ノードの順序は、主
ノードになる優先順位を示します。

1) phys-schost-1

2) phys-schost-2

依存性 このリソースが依存するリソースグ
ループをすべて挙げてください。

rg-shared
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索引

P
prtconf -v コマンド, 10
prtdiag -v コマンド, 10
psrinfo -v コマンド, 10

S
scinstall -pv コマンド, 10
showrev –p コマンド, 10

こ
コマンド,ノード情報, 10
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